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役
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史
料
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(

≡
)

は
じ
め
に
第

一
章

戸
長
制
度
の
変
速
と
戸
長
の
職
務

戸
籍
区
と
戸
長

-

戸
籍
法
と
戸
長

2

広
域
化
の
伝
統

3

戸
長
の
職
務

二

名
主
制
度
廃
止
後
の
戸
長

-

名
主
制
度
の
廃
止
と
そ
の
抵
抗

2

名
主
制
度
廃
止
後
の
戸
長
の
職
務

(以
上
'
そ
の
こ

三

大
区
小
区
別
と
戸
長

-

大
区
小
区
制
の
実
態

(
-
)
大
区
小
区
を
設
置
し
た
事
例

(2
)
大
区
を
設
置
し
小
区
を
設
置
し
な
い
事
例
｡

(3
)
小
区
の
み
を
設
置
し
た
事
例
｡

区
長
･戸
長
の
職
務

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

丑

木

幸

男

3

用
掛

･
立
会
人

･
総
代
の
職
務

4

地
方
民
会
の
権
限

5

戸
長
文
啓
の
規
定

6

大
区
小
区
制
へ
の
批
判
と
改
正

(-
)
政
府
内
で
の
批
判

(2
)
地
方
官
会
議

(3
)
各
区
町
村
金
穀
公
借
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
規
則

(以

上
'
そ
の
二
)

四

郡
区
町
村
桐
別
法
と
戸
長

(以
下
'
本
号
)

-

郡
区
町
村
編
制
法
の
成
立
と
戸
長
の
職
務

2

大
区
小
区
か
ら
の
昏
賊
引
継
と
戸
長
役
場
史
料
の
保
存

3

連
合
相
分
離

･
合
併
運
動

4

連
合
戸
長
制
の
強
化

五

町
村
制
の
公
布
と
昏
類
引
継

(未
完
)

:≡



史
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四

郡
区
町
村
編
制
法
と
戸
長

-

郡
区
町
村
編
制
法
の
成
立
と
戸
長
の
職
務

大
久
保
利
通
の
案
を
も
と
に
内
務
大
書
記
官
松
田
道
之
'
井
上
毅
が
作
成
し
た
原
案
を
'
第
二
回
地
方
官
会
議
､
元
老
院
で
の
審
議
を

経
て
'

一
八
七
八
年

(明
治
十
二

七
月
二
二
日
'
府
県
会
規
則
'
地
方
税
規
則
と
と
も
に
地
方
三
新
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
'
太
政
官
第

(-
)

一
七
号
布
告
に
よ
り
次
の
と
お
り
郡
区
町
村
編
制
法
が
公
布
さ
れ
た
｡

第

1
条

地
方
ヲ
画
シ
テ
府
県
ノ
下
郡
区
町
村
ト
ス

第
二
条

郡
町
村
ノ
区
域
名
称
ハ
総
テ
旧
二
依
ル

第
三
条

郡
ノ
区
域
広
潤
二
過
キ
施
政
二
不
便
ナ
ル
者
ハ
一
郡
ヲ
画
シ
テ
数
郡
ト
ナ
ス
東
西
南
北
上
中
下
其
郡
卜
云
力
如
シ

第
四
条

三
府
五
港
其
他
人
民
塙
湊
ノ
地
ハ
別
二
一
区
ー
ナ
シ
其
広
潤
ナ
ル
者
ハ
区
分
シ
テ
数
区
ト
ナ
ス

第
五
条

毎
郡
二
郡
長
各

一
月
ヲ
置
キ
毎
区
二
区
長
各

一
員
ヲ
置
ク
郡
ノ
狭
小
ナ
ル
モ
ノ
ハ
数
郡
二
一
月
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

第
六
条

毎
町
村
二
戸
長
各

1
月
ヲ
置
ク
又
数
町
村
ニ
1
月
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
但
区
内
ノ
町
村
ハ
区
長
ヲ
以
テ
戸
長
ノ
事
務
ヲ
兼
ヌ

ル
コ
ト
ヲ
得

全
国
で
実
態
が
不
統

1
で
あ
っ
た
大
区
小
区
を
廃
止
し
て
'
旧
来
の
区
域

･
名
称
に
よ
る
郡
区
町
村
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
.
井
上
毅
の
議
案
説
明
に
よ
る
i
iN,
)
｢
大
小
区
ノ
重
複
ヲ
除
キ
以
テ
費
用
ヲ
節
ス
第
二
郡
町
村
ノ
旧
こ
復
シ
以
テ
民
俗
二
便
ス
第
三

郡
長
ノ
職
任
ヲ
重
ク
シ
以
テ
施
政
こ
便
ス
｣
と
'
経
費
節
減
'
民
意
反
映
に
よ
る
伝
統
尊
重
と
郡
長
の
監
督
に
よ
る
統
制
の
強
化
の
三
点

を
改
正
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
｡
特
に
第
二
点
に
つ
い
て
は
原
案
で
は

｢旧
慣
二
依
ル
こ
町
村
ハ
実
二
一
ノ
形
体
ヲ
成
シ
大
ナ
ル
モ



之
ヲ
削
ル
ヘ
カ
ラ
ス
小
ナ
ル
モ
之
ヲ
井
ス
ヘ
カ
ラ
ス
1
町

1
村
ノ
人
民
ハ
利
害
相
依
ル
コ
ト

一
家

一
重
ノ
如
キ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
亦
財
産

ヲ
共
有
シ
一
個
人
ノ
権
利
ヲ
具
フ
ル
モ
ノ
,
如
シ
｣
と
'
町
村
の
法
人
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
'
｢町
村
ハ
祝
テ
以
テ
自
然
ノ

1
部
落

ト
シ
戸
長
ハ
民
こ
属
シ
テ
官
こ
属
セ
ス
｣
と
'
戸
長
を
町
村
の
総
代
と
規
定
し
'
行
政
官
吏
と
し
て
の
性
格
を
否
定
し
た
｡
し
か
し
'
審

議
の
過
程
で

｢毎
町
村
こ
総
代
ト
シ
テ
戸
長

1
人
ヲ
置
ク
｣
と
い
う
総
代
と
し
て
の
性
格
規
定
文
言
を
削
除
し
'
｢
戸
長
ハ
行
政
事
務
こ

(3
)

従
事
ス
ル
ト
其
町
村
ノ
理
事
者
タ
ル
ト
二
様
ノ
性
質
ノ
者
二
付
｣
と

'

行
政
官
吏
と
町
村
理
事
者
と
の
二
様
の
性
格
規
定
を
し
た
｡

郡
区
町
村
編
制
法
の
矛
盾
は
伝
統
尊
重
を
う
た
う
第
二
条
と
第
三
条
以
下
と
の
間
に
あ
る
｡
本
稿
で
は
町
村
に
つ
い
て
検
討
し
'
郡
の

分
合
に
つ
い
て
の
検
討
は
除
-
が
'
｢郡
ノ
区
域
広
潤
二
過
キ
施
政
こ
不
便
ナ
ル
者
ハ
1
郡
ヲ
画
シ
テ
数
郡
ト
ナ
ス
｣
｢郡
ノ
狭
小
ナ
ル
モ

ノ
ハ
致
郡
二
一
月
ヲ
置
ク
コ
ー
ヲ
得
｣
と
'
郡
の
連
合
分
離
を
認
め
た
の
で
'
各
地
で
そ
れ
に
対
す
る
要
求
が
起
こ
り
問
題
が
発
生
し
て

(4
)

い
る

こ

と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡
町
村
の
管
轄
区
域
に
つ
い
て
は
第
二
条
で

｢総
テ
旧
こ
依
ル
｣
と
し
な
が
ら
'
第
六
条
で

｢数
町
村

ニ
1
月
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
｣
と
'
町
村
の
連
合
を
認
め
た
｡
改
革
組
合
村
の
再
編
成
以
来
'
戸
籍
区
'
大
区
小
区
制
と
明
治
政
府
は
戸
長

管
轄
区
域
の
広
域
化
を

一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
｡
第
二
条
の

｢旧
二
依
ル
｣
の
規
定
は
'
近
世
村
落
の
存
続
を
認
め
広
域
化
の
方
針
を

放
棄
し
た
か
に
み
え
る
が
'
第
六
条
で
戸
長
を
各
町
村
に
設
置
す
る
の
で
は
な
-

｢数
町
村
ニ
1
月
｣
を
置
-
こ
と
を
規
定
し
て
広
域
化

の
方
針
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
｡

戸
長
の
選
任
は

｢其
町
村
人
民
二
於
テ
可
成
公
選
セ
シ
メ
｣
と
町
村
人
民
に
公
選
を
さ
せ
'
府
知
事
県
令
が
任
命
す
る
こ
と
を
'
八
月

二
六
日
の
内
務
省
達
で
指
示
し
た
｡
こ
の
結
果
'
各
府
県
で

｢戸
長
公
選
規
則
｣
を
制
定
し
'
戸
長
を
公
選
さ
せ
た
｡
被
選
挙
権
者
は
二

〇
歳
か
二
五
歳
以
上
の
男
子
と
L
t
不
動
産
所
有
者
に
限
り
'
蟻
痴
白
痴
'
懲
役

一
年
以
上
の
実
刑
を
受
け
た
も
の
'
身
代
限
り
処
分
者
'

官
吏
郡
区
吏
府
会
議
員
教
導
職
な
ど
を
除
外
し
'
選
挙
権
者
を
二
〇
歳
以
上
の
戸
主
'
本
籍
地
居
住
者
と
L
t
被
選
挙
権
者
と
同
じ
欠
格

条
項
を
付
し
て
い
る
府
県
が
あ
る
｡
選
挙
は
府
知
事
県
令
の
指
示
に
よ
り
郡
区
長
が
日
程
を
決
定
し
投
票
を
さ
せ
､
最
多
得
票
者
を
当
選

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

二六三



史
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二
六
四

人
と
し
て
'
府
知
事
県
令
が
任
命
す
る
場
合
も
あ
り
'
最
多
得
票
者
の
三
人
の
う
ち
の
1
人
を
任
命
す
る
府
県
も
あ
っ
た
｡

UJIE

同
年
七
月
二
五
日
に
府
県
官
職
制
を
設
け
た
｡
そ
の
な
か
で
戸
長
職
務
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
規
定
し
た
｡
大
区
小
区
制
期
に
統

一
の

気
運
が
あ
っ
た
戸
長
の
職
務
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
統

一
的
規
定
で
あ
る
｡

戸
長
職
務
ノ
概
目

第

一

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
二
示
ス
串

第
二

地
租
及
諸
税
ヲ
取
纏
メ
上
納
ス
ル
事

第
三

戸
籍
ノ
事

第
四

徴
兵
下
調
ノ
事

第
五

地
所
建
物
船
舶
質
入
書
人
並
こ
売
買
こ
奥
書
加
印
ノ
事

第
六

地
券
台
帳
ノ
事

第
七

迷
子
捨
児
及
ヒ
行
路
病
人
変
死
人
其
他
事
変
ア
ル
ト
キ
ハ
警
察
署
二
報
知
ノ
事

第
八

天
災
又
ハ
非
常
ノ
難
二
道
ヒ
目
下
窮
迫
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事

第
九

孝
子
節
婦
其
他
篤
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事

･

第
十

町
村
ノ
幼
童
就
学
勧
誘
ノ
事

第
十

一

町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
簿
ヲ
整
置
ス
ル
事

第
十
二

諸
帳
簿
保
存
管
守
ノ
事

第
十
三

官
費
府
県
費
二
係
ル
河
港
道
路
堤
防
橋
梁
其
他
修
繕
保
存
ス
ヘ
キ
物
こ
就
キ
利
害
ヲ
具
状
ス
ル
事

.

右
ノ
外
府
知
事
県
令
又
ハ
郡
区
長
ヨ
リ
命
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
こ
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
事



其
他
町
村
限
り
道
路
橋
梁
用
悪
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
資
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
事
件
ヲ
幹
理
ス
ル
ハ
此
こ
掲
ク
ル
所
ノ
限
こ
在
ラ

ス
①
中
央

･
県
令
事
務
,
⑦
府
県
ご
と
に
定
め
る
町
村
公
共
事
務
,
③

一
村
事
務
に
戸
長
職
務
を
性
格
区
分
L
L
o･)
②
③
に
つ
い
て
は
府

県
'
町
村
に
任
せ
'
①
に
つ
い
て
一
三
項
目
に
分
け
て
規
定
し
た
｡
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
｡

一
布
告
布
達

二
租
税

三
戸
籍

四
徴
兵

五
土
地
移
動
証
番
へ
の
奥
印

六
地
券

七
治
安

八
枚
他

九
表
彰

一〇
学
事

一
一
印
鑑

一
二
書
類
保
存

二
二
道
路
橋
梁

郡
区
町
村
編
制
法
公
布
以
後
に
定
め
た
戸
長
職
務
に
つ
い
て
の
各
府
県
の
規
定
を
み
る
と
'
｢戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
に
な
ら
っ
た
も
の

が
多
い
｡

1
八
七
八
年

1
0
月
二
一
日
に
'
宮
城
県
が

｢戸
長
職
務
概
目
及
庶
務
条
例
別
紙
之
通
相
定
候
粂
此
旨
布
達
候
事
｣
と
定
め
た
う
ち
の

(7
)

｢戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
は
'
次
の
と
お
り
府
県
官
職
制
と
全
-
同
文
で
あ
る
｡

戸
長
職
務
ノ
概
目

第

一

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
こ
示
ス
串

第
二

地
租
及
諸
税
ヲ
取
組
メ
上
納
ス
ル
事

第
三

戸
籍
ノ
事

第
四

徴
兵
下
調
ノ
事

第
五

地
所
建
物
船
舶
質
入
書
人
並
二
売
買
二
奥
書
加
印
ノ
事

第
六

地
券
台
帳
ノ
串

第
七

迷
子
捨
児
及
ヒ
行
路
病
人
変
死
人
其
他
事
変
ア
ル
幹
ハ
警
察
署
こ
報
知
ノ
事

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)



史
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第
八

天
災
又
ハ
非
常
ノ
難
二
道
ヒ
目
下
窮
迫
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事

第
九

孝
子
節
婦
其
他
篤
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事

第
十

町
村
ノ
幼
童
就
学
勧
誘
ノ
事

第
十

一

町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
簿
ヲ
整
置
ス
ル
事

第
十
二

諸
帳
簿
保
存
管
守
ノ
事

第
十
三

官
費
府
県
費
二
係
ル
河
港
道
路
堤
防
橋
梁
其
他
修
繕
保
存
ス
ヘ
キ
物
二
就
キ
利
害
ヲ
具
状
ス
ル
事

右
ノ
外
府
知
事
県
令
又
ハ
郡
区
長
ヨ
リ
命
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
二
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
事

其
他
町
村
限
り
道
路
橋
梁
用
悪
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
事
件
ヲ
幹
理
ス
ル
ハ
此
二
掲
ク
ル
所
ノ
限
二
在
ラ

ス

戸
長
庶
務
条
例

第

一
章

戸
長
ハ
行
政
事
務
二
従
事
シ
又
ハ
其
町
村
ノ
公
事
ヲ
弁
理
ス
ル
モ
ノ
ー
ス

第
二
章

戸
長
ハ
私
宅
二
於
テ
職
務
ヲ
執
ル
可
キ
モ
ノ
ト
雄
托
戎
ハ
町
村
ノ
便
宜
二
従
ヒ
他
ノ
家
屋
ヲ
仮
用
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

第
三
幸

三
石
戸
以
上
ノ
町
村
ハ
郡
区
長
ノ
允
可
ヲ
待
テ
定
額
内
ヲ
以
テ
定
雇
ヲ
置
ヲ
得
可
シ

第
四
章

臨
時
調
理
ノ
事
務
繁
劇
ナ
ル
件
ハ
郡
区
長
ノ
允
許
ヲ
得
定
額
内
ヲ
以
テ

一
時
雇
人
ヲ
為
ス
ヲ
得
可
シ



第
五
章

戸
長
ハ
町
村
協
議
費
ヲ
管
理
シ
其
出
納
ヲ
詳
明
こ
シ
計
算
簿
ヲ
一
ヶ
年
四
ケ
度
郡
区
長
へ
開
申
ス
ヘ
シ

第
六
章

戸
長
ハ
数
日
ノ
旅
行
等
不
得
己
ノ
場
合
こ
於
テ
代
理
ヲ
要
セ
サ
ル
ヲ
待
サ
ル
キ
ハ
共
姓
名
及
事
由
ヲ
詳
記
シ
テ
県
庁
及
郡
区
庁
こ
届

出

へシ
但

代
理
中
卜
錐
に
其
責
任
ハ
総
テ
戸
長
二
帰
ス
ヘ
シ

戸
長
庶
務
条
例
で
は
第

一
章
で
末
端
行
政
機
構
と
町
村
の
理
事
者
と
の
戸
長
の
二
様
の
性
格
規
定
を
L
t
第
二
車
で
戸
長
役
場
は
戸
長

の
自
宅
で
も
'
他
の
建
物
の
仮
用
で
も
便
宜
に
従
う
こ
と
を
許
可
し
た
｡
第
三

･
四
章
で
は
戸
長
役
場
で
の
補
助
者
の
雇
用
は
郡
長
の
許

可
を
必
要
と
L
t
第
五
革
で
協
議
費
の
出
納
を
四
半
期
ご
と
に
郡
長
へ
の
届
け
出
を
義
務
づ
け
'
戸
長
を
郡
長
の
統
制
下
に
置
く
こ
と
を

意
図
し
た
｡

近
世
以
来
名
主
の
自
宅
を
役
宅
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
東
日
本
で
は
'
自
宅
を
役
場
に
す
る
こ
と
が
多
-
'
西
日
本
で
は
会
所
な
ど

を
役
宅
と
し
た
伝
統
か
ら
自
宅
と
は
異
な
る
独
立
し
た
建
物
を
役
場
と
し
た
と
い
わ
れ
,Q
t把
,

東
日
本
の
長
野
県
で
は

一
八
七
九
年
の
戸

長
職
務
条
例
で
独
立
し
た
戸
長
役
場
を
設
け
る
こ
と
を
指
示
し
'
｢僻
陣
ノ
小
村
｣
で
困
難
な
場
合
は
戸
長
自
宅
で
も
や
む
を
得
な
い
が
'

(9
)

(tD
)

｢別
室
こ
区
域
シ
公
私
混
同
｣
を
禁
じ
た
｡

千
葉
県
で
は

｢町
村
戸
長
役
場
ノ
儀
ハ
戸
長
ノ
自
宅
ヲ
仮
用
セ
シ
ム
ル
モ
不
苦
侯
｣
と
'
独

立
し
た
建
物
で
は
な
く
'
江
戸
時
代
と
同
じ
く
戸
長
の
自
宅
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
｡

(‖
)

西
日
本
の
和
歌
山
県
で
は

｢戸
長
役
場
ハ
其
町
村
ノ
便
宜
二
依
り
私
宅
二
於
テ
事
務
ヲ
取
扱
フ
モ
苦
シ
カ
ラ

ス
｣
'
大
阪
府
で
は

｢
戸

長
ハ
毎
町
村
之
ヲ
置
キ
'
該
役
場
ハ
其
町
村
ノ
便
宜
二
随
ヒ
'
戸
長
ノ
自
宅
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
'
特
二
役
場
ヲ
設
ク
ル
モ
該
町
村
ノ
適
宜
ニ

(12
)

任
ス
ペ
シ
｣
と
規
定
L
t
戸
長
自
宅
に
設
置
す
る
こ
と
を
認
め
た
｡
独
立
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
は
長
野
県
だ
け
で
あ
り
'

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

二六七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

t
ニ
ハ
人

そ
れ
以
外
は
戸
長
の
自
宅
使
用
を
認
め
て
い
る
｡
実
態
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
'
東
西
で
の
差
で
は
な
-
'
学
校
建
築
な
ど
と
の
進

展
度
に
応
じ
て
戸
長
役
場
の
建
設
の
遅
速
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
管
見
の
限
-
で
は
明
治
十
七
年
の
改
正
以
後
'
寺
院
な
ど
を
仮
用
し

た
り
'
新
築
し
た
り
し
て
独
立
し
た
役
場
庁
舎
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
事
例
が
多
い
｡

そ
の
ほ
か
次
の
と
お
-
翌
七
九
年
三
月
ま
で
に
各
府
県
で
戸
長
の
職
務
を
規
定
し
た
が
'
府
県
官
職
制
と
同
文
で
あ
る
｡

1
八
七
八
年

二

月

二
日

東
京
府
区
郡
長
戸
長
掌
務

(戸
長
職
務
ノ
#

)

同

年

=

月
二
六
日

-

川
県
郡
区
長
等
管
掌
-

に
関
す
る
線

(戸
長
職
務
ノ
艶

)

同

年

一
一
月

八
日

千
葉
県
布
達
郡
長
管
掌
事
務
井
戸
長
職
務
概
目

(16
)

同

･

年

1
二
月

1
六
日

愛
媛
県
町
村
戸
長
職
務
規

則
(17
)

1
八
七
九
年

1
月

四
日

山
形
県
戸
長
職
務
ノ
概

目
(

18
)

同

年

二
月

三
重
県
戸
長
職
務
ノ
概
目
(19
)

同

年

二
月

大
阪
府
戸
長
職
務
概
日

(
20
)

同

ノ

年

三
月

一
四
日

京
都
府
戸
長
職
務
ノ
概
目
(21
)

同

年

三
月
二
六
日

静
岡
県
戸
長
職
務
概
日

ほ
ぼ
同
様
な
職
務
を
戸
長
は
担
わ
さ
れ
て
い
た
た
め
'
国
か
ら
統

一
的
基
準
が
示
さ
れ
る
と
そ
れ
に
一
斉
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
り
'
地

方
政
治
に
つ
い
て
も
中
央
集
権
化
が
進
展
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
｡

(22
)

山
形
県
で
は
戸
長
の
概
日
を
布
達
し
た

一
八
七
九
年

一
月
四
日
に

｢戸
長
職
務
ノ
心
得
二
付
達
｣
を
出
し
た
｡

丁
第
弐
号

町
村
戸
長

本
年
丁
第
壱
号
ヲ
以
職
務
概
日
相
違
慎
二
付
猶
左
之
粂
々
為
心
得
此
旨
相
違
侯
辛



明
治
十
二
年

1
月
四
日

山
形
県
令

三
島
通
庸

一
㌧
戸
長
ハ
行
政
事
務
こ
従
事
シ
及
町
村
ノ
理
事
者
タ
ル
ヘ
シ

一
㌧
用
掛
小
走
ヲ
申
付
ク
ル
ー
キ
ハ
郡
長
ノ
許
可
ヲ
得
戸
長
二
於
テ
申
付
ク
へ
シ

一
'
戸
長
旅
行
病
気
忌
引
等
モ
ア
不
在
ノ
節
ハ
用
掛
ヲ
以
其
職
ヲ
取
扱
ハ
シ
ム
ル
コ
ー
ヲ
得

一
'
所
管
町
村
人
民
ノ
請
願
何
等
ハ
戸
長
連
署
加
印
ノ
上
進
達
ス
ヘ
シ

一
'
地
所
建
物
船
舶
質
入
昏
人
並
売
買
こ
奥
昏
加
印
ハ
成
規
ノ
通
奥
昏
証
印
ハ
戸
長
ノ
実
印
ヲ
押
シ
割
印
ハ
戸
長
役
場
ノ
印
ヲ
用
其

由
テ
割
印
帳
こ
登
記
ス
ヘ
シ

二

町
村
こ
於
テ
其
共
有
物
取
扱
ノ
規
約
ヲ
定
ム
ル
ト
キ
ハ
県
庁
へ
上
申
シ
テ
認
可
ヲ
請
へ
シ

二

町
村
限
支
弁
ス
ヘ
キ
協
議
資
課
出
ノ
節
ハ
金
員
ノ
多
少
二
不
拘
総
テ
郡
役
所
ノ
認
可
ヲ
講
へ
シ

一
'
協
議
資
ノ
支
払
決
算
ハ
明
瞭
取
調
郡
役
所
ノ
調
査
ヲ
経
其
町
村
二
公
示
ス
ヘ
シ

宮
城
県
が
規
定
し
た

｢
戸
長
庶
務
条
例
｣
と
類
似
し
て
い
る
が
'
規
約
制
定
に
つ
い
て
は
県
庁
の
許
可
'
用
掛
等
の
雇
用
'
協
議
費
支

出
に
つ
い
て
郡
長
の
許
可
を
義
務
づ
け
'
県
郡
に
よ
る
町
村
の
統
制
を
図
っ
て
い
る
｡
そ
の
ほ
か
戸
長
の
奥
印

･
割
印
に
つ
い
て
奥
印
は

戸
長
実
印
'
割
印
は
戸
長
役
場
印
を
捺
印
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
｡

戸
長
職
務
ノ
概
目
を
解
説
し
'
末
尾
の
②
府
県
ご
と
に
定
め
る
町
村
公
共
事
務
と
'
③

一
村
事
務
に
つ
い
て
規
定
し
た
府
県
が
あ
る
｡

(23
)

千
葉
県
で
は
七
九
年

一
月
六
日
に
次
の
戸
長
職
務
取
扱
心
得
を
出
し
た
｡

戸
長
職
務
取
扱
心
得
別
紙
之
通
相
定
候
粂
此
旨
相
違
候
事

戸
長
職
務
取
扱
心
得

職
務
ノ
要
領

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

二
七
〇

第

一
条

戸
長
職
務
ノ
要
領
ハ
上
意
ヲ
下
達
シ
下
情
ヲ
上
暢
シ
町
村
内
ノ
事
二
就
キ
公
益
共
利
ヲ
輿
ス
ヲ
奨
励
勧
誘
シ
テ
各
自
ノ
安

寧
保
護
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
コ
ト
こ
注
意
ス
ヘ
シ
故
二
戸
長
職
務
ノ
概
日
二
就
テ
左
二
之
ヲ
略
説
ス

第
二
条

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
二
普
ク
廻
達
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
其
告
達
之
旨
趣
ヲ
速
カ
ニ
熟
知
了
解
セ
シ
ム
へ
シ

第
三
条

納
税
ノ
主
意
ヲ
了
知
セ
シ
メ
人
民
ヲ
シ
テ
納
期
ヲ
誤
ラ
サ
ル
樵
予
テ
示
諭
ス
ヘ
シ

第
四
条

出
生
死
亡
送
入
籍
等
ノ
異
動
ア
ル
毎
二
戸
籍
帳
二
記
載
シ
相
続
縁
組
等
ハ
順
序
ヲ
誤
ラ
シ
メ
サ
ル
コ
ト
ヲ
注
意
ス
ヘ
シ

第
五
条

徴
兵
ノ
趣
意
ヲ
解
説
シ
テ
徒
こ
畏
惟
廻
避
セ
サ
ラ
シ
メ
報
国
ノ
気
力
ヲ
振
興
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
且
其
調
整
期
限
ヲ
誤
ラ
サ

ル
へ
シ

第
六
条

人
民
締
約
上
ノ
正
否
ヲ
調
へ
地
所
家
屋
ノ
重
典
売
ス
ル
等
犯
則
ノ
モ
ノ
無
之
様
査
震
シ
テ
奥
書
加
印
ス
へ
シ

第
七
条

地
種
ノ
変
換
地
租
ノ
増
減
地
主
ノ
異
動
等
ヲ
詳
明
こ
シ
地
所
こ
付
キ
錯
雑
ヲ
生
セ
シ
ム
へ
カ
ラ
ス

第
八
条

迷
子
捨
子
ハ
凍
骸
セ
シ
メ
ス
行
旅
病
人
ハ
速
こ
医
員
ヲ
シ
テ
療
養
セ
シ
メ
厚
ク
之
ヲ
保
護
シ
変
死
人
其
他
ノ
事
変
ハ
考
証

ト
ナ
ス
へ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
存
置
シ
テ
執
レ
モ
警
察
官
之
指
揮
ヲ
挨
ツ
ヘ
シ

第
九
粂

天
災
又
ハ
非
常
ノ
難
二
道
フ
者
ア
レ
ハ
速
こ
具
上
ス
ル
ハ
勿
論
且
官
ノ
地
政
ア
リ
ト
維
モ
隣
保
郷
党
ノ
相
扶
持
シ
テ
其
急

ヲ
救
助
ス
ル
等
ノ
義
務
こ
注
意
セ
シ
ム
へ
シ

第
十
条

平
素
人
民
ノ
行
状
ヲ
視
察
シ
テ
其
事
実
ヲ
具
状
ス
ル
ハ
勿
論
其
善
行
寡
言
ヲ
賛
揚
勧
奨
シ
テ
郷
里
皆
之
ヲ
模
範
ト
シ
俗
ヲ

易
へ
風
ヲ
移
ス
棟
説
示
ス
ヘ
シ

第
十

一
条

人
民

一
般
貧
富
共
等
異

｢
こ
｣
ス
ル
モ
幼
童
ア
ル
モ
ノ
骨
学
ハ
シ
メ
サ
ル
可

｢
カ
｣
ラ
サ
ル
ノ
趣
旨
ヲ
解
説
シ
テ
進
ン

テ
就
学
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

第
十
二
条

自
己
ノ
印
影
ハ
人
民
諸
般
ノ
事
実
ヲ
証
明
ス
ル
主
要
ノ
モ
ノ
タ
レ
ハ
注
意
シ
テ
之
ヲ
整
置
シ
照
合
鑑
査
ノ
用
こ
供
ス
ヘ



シ
故
こ
改
印
其
他
ノ
異
助
ア
レ
ハ
速
こ
届
ケ
出
テ
シ
メ
印
影
上
ヨ
リ
紛
擾
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
ナ
キ
ヲ
要
ス
ヘ
シ

第
十
三
条

文
書
記
録
ハ
経
年
ノ
後
其
事
ヲ
散
シ
其
物
ヲ
証
ス
ル
重
要
ノ
モ
ノ
タ
レ
ハ
之
ヲ
保
存
ス
ル
最
モ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

故
こ
古
文
昏
ハ
勿
論
新
記
録
ノ
辞
冊
片
紙
モ
後
証
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
管
守
シ
テ
散
逸
セ
シ
ム
へ
カ
ラ
ス

第
十
四
条

人
民
生
産
上
こ
於
テ
大
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
レ
ハ
之
ヲ
奨
励
シ
テ
公
益
ヲ
主
ト
シ
経
営
情
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ヘ
シ

然
レ
ハ
耗
費
徒
労
二
属
シ
人
民
ノ
疾
苦
ヲ
放
成
ス
ル
等
ノ
弊
ヲ
来
タ
ス
へ
カ
ラ
ス
又
目
前
ノ
小
安
ヲ
厭
忌
シ
テ
之
ヲ
地
棄
シ
迎
輸

ノ
宏
益
ヲ
失
フ
ヘ
カ
ラ
ス
故
こ
右
等
能
ク
其
利
害
ヲ
詳
カ
ニ
シ
具
状
ス
ル
ヲ
要
ス

附
右
ノ
外
県
令
又
ハ
郡
長
ヨ
リ
命
令
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
こ
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
法
律
及
規
則
ハ
平
素
熟
知
詩

識
シ
テ
其
事
務
ヲ
執
行
ス
ル
こ
当
り
百
事
速
二
整
理
ス
ル
ヲ
要
ス
徒
二
稽
滞
猶
予
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

其
他
町
村
限
り
道
路
橋
梁
用
悪
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
費
ヲ
以
支
弁
ス
ル
事
件
ヲ
幹
理
ス
ル
モ
亦
戸
長
ノ
本
職
タ
レ
ハ
町
村

内
人
民
ノ
休
戚
こ
係
ル
凡
百
ノ
事
項
ハ
深
ク
注
目
シ
テ
平
常
為
ス
ヘ
キ
事
業
ハ
其
期
こ
後
ル
コ
ト
無
ク
又
共
同
協
和
シ
テ
利
ヲ
起

シ
害
ヲ
除
ク
こ
戎
ハ
金
穀
ヲ
出
シ
戎
ハ
力
投
こ
就
ク
等
皆
各
自
ノ
幸
福
ヲ
逝
フ
ル
タ
メ
ー
土
地
人
民
ノ
轟
務
タ
ル
こ
在
ル
ト
コ
ロ

ノ
趣
旨
ヲ
会
得
セ
シ
メ
其
事
業
ヲ
為
ス
こ
奮
ツ
テ
竣
功
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第

一
条
で
戸
長
職
務
の
要
領
を
示
し
'
第
二
条
か
ら

一
四
条
ま
で
戸
長
職
務
ノ
概
日
を
敷
術
し
て
解
説
し
た
｡
第

二
二
条
で
は
文
沓
記

録
の
保
存
を
指
摘
し
た
が
､
近
世
史
料
の
古
文
書
を
含
め
て
い
る
｡
附
と
し
て
公
共
事
務
に
つ
い
て
は
よ
く
熟
知
す
る
よ
う
に
と
注
意
し
､

一
村
事
務
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
指
摘
は
な
い
が
'
｢町
村
人
民
ノ
休
戚
こ
係
ル
事
業
｣
は
人
民
義
務
で
あ
る
と
協
議
費
で
支
弁
す
る
事

業
を
共
同

一
致
し
て
遂
行
す
る
こ
と
を
勧
め
た
｡

京
都
府
で
は

一
八
七
九
年
三
月

一
四
日
に

｢戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
を
達
し
て
か
ら
'
八

一
年
七
月
二

一
日
に

｢
戸
長
以
下
職
務
取
扱
心

(24
)

得
｣
を
公
布
し
て

｢
戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
に
従
っ
て
詳
細
に
戸
長
の
職
務
を
解
説
し
た

｡

節

一
条
で
は

二
二
項
目
に
分
け
て
戸
長
職
務
ノ

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

二
七
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

二
七
二

概
目
を
解
説
し
'
第
二
粂
以
下
で
独
自
に
戸
長
職
務
に
つ
い
て
規
定
し
た
｡
第
二
条
か
ら
第
五
条
で
人
民
か
ら
の
諸
原
伺
届
'
第
六
条
か

ら
第
八
条
で
戸
長
町
村
役
場
の
事
務
手
続
き
'
第
九
条
で
町
村
会
'
第

一
〇
条
で
用
掛

･
筆
生
'
第

二

条
か
ら
第

一
七
条
で
戸
長
出
張

な
ど
'
第

一
八
条
で
印
章
に
つ
い
て
規
定
し
た
｡

(
25
)

長
野
県
で
は

1
八
七
九
年
六
月

1
四
日
に
戸
長
職
務
条
例
を
公
布
し
た
O

全
四
三
か
条
に
お
よ
ぶ
詳
細
な
戸
長
職
務
に
つ
い
て
の
規
定

で
あ
る
が
'
戸
長
職
務
ノ
概
目
の
第

一
項
を
第

一
条
で

｢布
告

･
布
達
類
ハ
到
達
ノ
日
速
カ
ニ
之
レ
ヲ
町
村
内
二
示
す
べ
し
｣
と
規
定
L
t

以
下
第
二
項
を
第
二
条
か
ら
第
五
条
'
第
三
項
を
第
六
条
'
第
四
項
を
第
七
粂
'
第
五
項
を
第
八
条
か
ら
第

1
0
条
'
第
六
項
は
該
当
条

文
な
-
'
第
七
項
を
第

二

条
'
第
八
項
を
第

1
1
1粂
'
第
九
項
を
第

二
二
条
'
第

1
0
項
を
第

1
四
条
'
第

1
1
項
を
第

一
五
条
'
第

一
二
項
を
第

一
六
条
'
第

二
二
項
を
第

一
七
条
に
数
行
し
て
規
定
し
た
｡
以
下
'
戸
長
職
務
ノ
概
目
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
規
定
し
た
｡

第

一
八
条
で
は

｢戸
長
ハ
行
政
事
務
二
従
事
ス
ル
ト
'
其
町
村
ノ
理
事
タ
ル
ト
二
様
ノ
性
質
ア
ル
者
二
付
'
戎
ル
場
合
二
於
テ
ハ
町
村
ノ

為
メ
ニ
諸
願
伺
届
等
ヲ
為
ス
ベ
シ
｣
と
'
戸
長
の
二
様
の
性
格
付
け
を
L
t
第

一
九
条
か
ら
四
三
条
ま
で
一
村
事
務
に
つ
い
て
規
定
し
た
｡

町
村
会
'
村
民
の
願
伺
届
'
各
村
に
設
置
し
た
筆
生
へ
戸
長
役
場
'
印
章
'
非
常
時
'
衛
生
'
伍
組
'
協
議
費
'
会
計
'
出
納
な
ど
に
分

類
で
き
る
｡

(
26
)

大
阪
府
で
は

1
八
八
二
年

二

月
二
〇
日
に
戸
長
役
場
職
制
'
戸
長
事
務
取
扱
心
得
を
達
し
た

.

戸
長
は
府
知
事
'
郡
区
長
の
指
示
を

受
け
'
法
律
命
令
を
部
内
に
示
し
町
村
内
の
事
務
を
用
掛
筆
生
に
分
掌
さ
せ
て
綜
理
す
る
と
規
定
L
t
事
務
取
扱
心
得
で
概
目
に
従
っ
て

三
幸
三
二
条
に
わ
た
っ
て
規
定
し
た
｡
第

一
章

二
二
か
条
は
戸
長
職
務
ノ
概
目
と
同
じ
で
あ
る
が
'

第

一
条

布
告

･
布
達

･
告
示

･
告
諭
等
ヲ
町
村
内
二
示
ス
事

布
告

･
布
達

･
告
示

･
告
諭
等
ハ
'
人
民
無
洩
承
知
ス
ベ
キ
様
掲
示
又
ハ
回
達
等
便
宜
ノ
取
計
ヲ
為
ス

の
よ
う
に
具
体
的
に
解
説
し
た
｡



第
二
章
で
は
第

一
四
条
か
ら
第
二
五
条
ま
で
を
設
け
て
府
知
事
郡
区
長
の
命
ず
る
公
共
事
務
を
挙
げ
た
｡
第

一
四
条

｢区
町
村
会
こ
係

ル
事
務
ヲ
理
ス
ル
事
｣
'
第

一
五
条

｢統
計
表
こ
閑
ス
ル
事
｣
'
第

一
六
条

｢学
事
二
閑
ス
ル
串
｣
'
第

一
七
粂

｢種
痘
及
伝
染
病
予
防
等

衛
生
上

一
切
事
務
こ
閑
ス
ル
事
｣
'
第

一
八
粂

｢国
税

･
地
方
税

･
備
荒
儲
寄
金

･
賦
金
等
不
納
ノ
者
ヲ
異
状
ス
ル
事
｣
'
第

一
九
条

｢地

理
こ
関
ス
ル
事
｣
'
第
二
〇
粂

｢官
金
貸
下

･
返
納
等
こ
係
ル
串
｣
'
第
二
一
条

｢街
灯
ノ
串
｣
'
第
二
二
条

｢協
議
賢
二
係
ル
事
｣
'
第
二

三
条

｢農
工
商
業
ノ
隆
盛
ヲ
計
ル
事
｣
'
第
二
四
条

｢森
林
繁
殖
ヲ
計
ル
事
｣
'
第
二
五
条

｢牛
疫
其
他
家
畜
伝
染
病
予
防
ノ
事
｣

第
三
章
で
は
町
村
限
り
の
事
務
を
挙
例
し
た
｡
第
二
六
条

｢請
願
伺
届
奥
印
ノ
事
｣
'
第
二
七
粂

｢役
場
用
掛
若
ク
ハ
輩
生
以
下
進
退

こ
係
ル
事
｣
'
第
二
八
粂

｢役
場

一
切
ノ
印
ヲ
管
守
ス
ル
事
｣
'
第
二
九
条

｢役
場
修
繕
及
諸
器
械
物
品
等
調
度
ノ
事
｣
'
第
三
〇
'
三

一

条

｢戸
長
印
'
戸
長
役
場
印
取
扱
い
の
件
｣
'
第
三
二
条

｢訴
訟
に
戸
長
が
原
被
告
に
な
る
件
｣
の
六
件
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
地
方
三
新
法
時
代
の
戸
長
の
職
務
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
｡

①
中
央

･
県
令
事
務

1
布
告
布
達

二
租
税

三
戸
籍

四
徴
兵

五
土
地
移
動
証
番
へ
の
奥
印

六

地
券

七
治
安

八
故
地

九
表
彰

10
学
事

二

印
鑑

〓

1畜
類
保
存

二
二
道
路
橋
梁

ー

②
府
県
ご
と
に
定
め
る
町
村
公
共
事
務

一
四
町
村
会

一
五
協
議
費

一
六
勧
業

一
七
衛
生

一
八
地
理

一
九
統
計

③

一
村
事
務

二
〇
人
民
の
願
届
受
理

二
一
役
場
庁
舎

二
二
町
村
吏
員

二
三
会
計

二
四
戸
長
公
印

次
に
戸
長
の
管
轄
区
域
を
検
討
す
る
｡

一
八
七
八
年
に
全
国
で
大
区
は
九
〇
七
'
小
区
は
七
六
九
九
あ
り
'
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
る
戸
長
が
八
〇
年
に
三
万
二
九
八
四
人
い

た
か
ら
'
府
県
に
よ
り
規
模
が
異
な
る
が
'
平
均
す
る
と

一
小
区
が
四

二
二
連
合
村
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

(表

こ
｡

二
戸
長
は

二

･
一
町
村
'
二
三
〇
人
を
管
輯
L
t
小
区
よ
り
も
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
｡

府
県
別
に
連
合
戸
長
の
管
轄
区
域
の
規
模
を
み
る
と
'
秋
田
県
が
〇
･
五
八
町
村
'
五
三

･
九
戸
'
大
阪
府
が

一
･
〇
四
町
村
'

一
〇

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

二七三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

二
戸
と
小
さ
い
｡
大
阪
府
で
は
毎
町
村
に
戸
長
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
た
が
'
八

一
年
三
月
に
三
〇
戸
未
満
の
町
村
は
連
合
す

(27
)

る
こ
と
に
訂
正
し
た
｡
そ
の
ほ
か
滋
賀
県
'
栃
木
県
'
静
岡
県
'

埼
玉
県
'
青
森
県
'
岐
阜
県
な
ど
が
小
さ
い
｡
東
京
府
が
二

･

八
町
村
'
二
〇
三

二
戸
'
京
都
府
が

一
六

･
〇
三
町
村
'
九
二

〇
戸
と
規
模
が
大
き
-
'
そ
の
ほ
か
長
崎
県
'
兵
庫
県
'
熊
本

県
'
徳
島
県
'
高
知
県
な
ど
が
大
き
-
'
府
県
に
よ
る
差
が
大

区
小
区
ほ
ど
で
は
な
い
が
ま
だ
あ
る
｡

2

大
区
小
区
か
ら
の
書
類
引
継
と
戸
長
役
場

史
料
の
保
存

大
区
小
区
か
ら
の
書
類
引
継
と
連
合
戸
長
制
下
で
の
戸
長
役

場
史
料
の
保
存
を
検
討
す
る
｡

一
八
八

一
年
六
月

一
〇
日
に
京
都
府
は
次
の
郡
区
町
村
記
録

(28
)

保
存
心
得
を
制
定
し
た

｡

乙
第

一
八
号

郡
区
町
村

記
録
文
昏
ノ
儀
ハ
厳
重
保
存
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
こ
候
処
素
乱

散
侠
又
ハ
水
火
ノ
災
こ
確
り
候
テ
ハ
他
日
ノ
引
琵
考
拠
ヲ

町村･戸長数変遷表

午 人 口 戸 数 村数 町数 町村数一長 一戸長当町 村 数 一戸長当町 村 数

一戸長当人口1弘0年 36,246,5767,581,59458,134ll,86069,99432,984

2.12 229.9 I,09981年 36,358,9557,631,09258,260ll,87070,130

30,589 2.29 249.5 1,18982年 36,7(札0797,684,97659,28412,1

9471,47830,070 2.38 255.6 1,220由 37,017,3027,649,04859,

28412,19471,47829,710■2.41 257.5 1,246糾年 37,451,7647,6

72,31358,97912,200 71,17913,981 5.09 548.8 2,67985* 38,276,3767,727,61058,73812,33871,076ll,614 6.12 665.4 3,29

666年 38,833,4157,474,115甲,㈱ 12,09670,705ll,179 6.32 693.
0 3,47487年 39,510,1467,771,39558,45612,18570,641ll,014 6

.41 705.6 3,58788iF40,105,4797,802,82658,43312,00270,435ll,374 6.19 686.0 3,

526人 口 戸 数 村数 町数 市数 叩 村数 -市町戸 数-市町人 口･89* 40,692,8087,840,



失
ヒ
不
都
合
こ
付
右
保
存
心
得
左
之
通
相
定
候
粂
此
旨
相
違
候
事

但
従
来
ノ
諸
記
録
ハ
心
得
第
三
粂
こ
準
シ
来
ル
九
月
限
差
出
ス
ヘ
シ

区
町
村
記
録
保
存
心
得

第

一
条

郡
区
村
役
所
及
各
町
村
公
有
ノ
所
記
録
図
書

諸

相
㌍
係

類
ハ
総
テ
目
録
ヲ
製
シ
本
書
卜
目
録
-
こ
番
号
ヲ
付
記
ス
ヘ

シ
然
シ
テ
郡
区
長
戸
長
転
免
等
ノ
節
ハ
事
務
受
渡
規
則
こ
依
り
之
ヲ
受
渡
ス
ヘ
シ

(略
)

第
四
条

各
町
村
公
有
記
録
ノ
中
若
シ
戸
長
こ
引
継
カ
ス
其
町
村
こ
於
テ
別
二
保
存
ス
ル
者
ア
レ
ハ
一
旦
日
録
ヲ
添
へ
戸
長
二
引
継

キ
戸
長
ハ
更
こ
之
ヲ
其
町
村
こ
保
存
セ
シ
メ
其
誼
ヲ
取
置
転
免
ノ
節
ハ
其
他
ノ
記
録
同
様
該
謹
書
ヲ
引
継
へ
シ

第
五
条

私
有
之
記
録
卜
錐
モ
后
来
其
町
村
ノ
考
諾
ー
モ
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
漸
次
透
写
ノ
上
戸
長
役
場
二
備
置
ク
可
シ
若
シ
所
有
者

ヨ
リ
該
昏
冊
ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
其
時
々
価
額
等
取
調
詳
細
ヲ
具
シ
届
出
へ
シ

戸
長
役
場
史
料
を
保
存
L
t
目
録
作
成
の
う
え
引
き
継
ぐ
こ
と
を
強
調
し
'
公
文
昏
だ
け
で
な
く

｢后
来
其
町
村
ノ
考
謹
ト
モ
ナ
ル
ヘ

キ
｣
私
文
啓
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
'
維
新
以
前
の
近
世
史
料
も
保
有
し
引
き
継
ぐ
こ
と
を
求
め
た
｡

和
歌
山
県
で
は
町
村
所
有
の
記
録
文
啓
の
保
存
を
厳
重
に
す
る
た
め
に

｢各
町
村
所
有
記
録
文
昏
類
保
存
方
心
得
条
件
｣
を

一
八
八
〇

年

一
月
に
達
し
た
｡
目
録
二
通
を
作
成
し
て
町
村
と
郡
役
所
と
に
備
え
さ
せ
た
｡
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
の
戸
長
串
務
受
渡
規

則
で

｢戸
長
役
場
こ
保
管
ス
ル
一
切
ノ
記
録
図
昏
類
及
諸
器
具
類
ハ
総
テ
明
細
ナ
ル
目
録
ヲ
以
テ
之
ヲ
引
渡
ス
ヘ
シ
｣
と
'
日
録
作
成
の

(29
)

う
え
引
き
渡
す
こ
と
を
指
示
し
た

｡

戸
長
は
原
則
と
し
て
各
町
村
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
小
区
と
同
じ
管
轄
区
域
で
は
な
い
｡
そ
の
た
め
に
小
区
昏
類
の
引
き
継

ぎ
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡
完
了
し
て
い
な
い
地
租
改
正
関
係
や
そ
の
ほ
か
の
緊
急
に
必
要
な
昏
類
が
あ
る
の
で
'
小
区

で
作
成
し
た
書
類
の
引
き
継
ぎ
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
｡

一
八
七
八
年

一
二
月

1
七
日
'
千
葉
県
で
は
小
区
か
ら
の
昏
類
引
継
に
つ
い

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)
(丑
木
)

ニ
宝



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

(30
)

て
次
の
よ
う
に
達
し
た
｡

栗

区
扱
所
帳
算

器
等

引
継
歪

撃

続
左
之
通
可
相
心
得
此
旨
相
違
侯
事

指

に
開

引
継
書
類
取
扱
い
手
続

二
実

一
元
小
区
扱
所
二
備
有
之
帳
簿
ノ
内
小
区
内

二
捗
り
連
結
雑
入
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
分
裂
シ
テ
各
町
村
戸
長
へ
難
引
継
書
類

鮒
貼

附
鏑

調

川
謂

瑚
欄
鮎

如
謂

調

謂

詣

4<EB
脚
競

謂

ノ

ハ
亘

宗

区
内
二
係
ル
町
村
戸
長
二
於
妄

警

上
右
戸

長
申
合
其
原
帳
ハ
一
役
場
こ
備
置
外
戸
長
ハ
謄
写
ノ
上
各
役
場
二
備
置
照
査
ノ
用
こ
供
ス
ヘ
ク
其
原
帳
こ
参
照
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ

ル
モ
ノ
ハ
原
帳
備
置
ノ
役
場
こ
テ
照
査
明
証
致
ス
ヘ
シ

(略
)

小
区
の
書
類
は
各
町
村
の
戸
長
役
場
で
分
割
し
て
引
き
継
ぎ
'
必
要
な
部
分
は
謄
写
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
｡

戸
長
が
特
定
の
家
に
固
定
し
て
い
る
場
合
と
交
代
し
て
い
る
場
合
と
で
文
書
の
保
管

･
引
継
は
異
な
り
'
近
世
の
村
の
史
料
保
管

･
引

継
形
態
'
名
主
選
出
形
態
の
伝
統
の
違
い
に
よ
-
'
保
管
場
所
'
方
法
が
異
な
る
｡
さ
ら
に
大
区
小
区
変
更

･
連
合
村
変
更

･
町
村
合
併

な
ど
に
よ
る
管
轄
区
域
の
変
更
に
よ
り
文
書
の
保
管
も
異
な
っ
た
が
'
広
域
の
大
区
小
区
や
連
合
戸
長
の
文
書
と
'
村
文
書
と
は
区
分
し

て
い

た

｡

(
31
)

八
二

年
四
月
の
大
阪
府
郡
区
戸
長
事
務
引
継
規
則
で
は

'

戸
長
任
免
の
節
の
事
務
引
継
を

｢町
村
ノ
戸
数

･
人
月

･
広
狭

･
反
別
等
'

緊
要
ノ
件
々
は
明
記
シ
テ
引
渡
ス
ペ
シ
｣
と
町
村
ご
と
の
概
況
を
記
録
し
て
1
五
日
以
内
に
引
き
継
が
せ
'
｢役
所
役
場
こ
テ
所
管
ス
ル

戸
籍

･
地
籍

･
金
銭
受
払
簿
ヲ
主
ト
シ
'
記
録
諸
帳
簿

･
図
書
並
諸
器
具
等

一
切
日
録
ヲ
作
り
引
渡
ス
ペ
シ
｣
と
規
定
し
た
｡

一
八
八
四
年
六
月
の

｢富
山
県
戸
長
以
下
職
務
取
扱
心
得
｣
で
は
'
｢諸
帳
簿
諸
文
書
ハ
揮
テ
町
村
分
ケ
二
筋
製
ス
ヘ
シ
但
照
会
書
ノ

(32
)

類
ハ
一
緒
二
編
綴
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
｣

と

'
連
合
戸
長
制
で
あ
っ
て
も
町
村
を
基
礎
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
｡

八
四
年
七
月
の

｢和
歌
山
県
戸
長
職
務
心
得
｣
で
も

｢数
町
村
聯
合
ノ
分
ハ
帳
簿
其
他
ノ
書
類
共
稔
テ
混
雑
ナ
キ
ヲ
要
シ
毎
町
村
格
別



(
㍊
)

こ
調
成
ス
ヘ
シ
'
但
各
別
こ
調
成
シ
維
キ
モ
ノ
ハ
便
宜
部
分
ケ
ヲ
ナ
ス
ヲ
得
｣

と

町
村
を
基
礎
に
し
て
史
料
を
保
存
し
た
｡

群
馬
県
新
田
郡
鹿
村
外
三
ケ
村
連
合
で

1
八
八
八
年
に
引
き
継
い
だ
文
番
は
四
か
村
分
に
分
類
し
て
あ
り
'
そ
れ
と
は
別
に
連
合
戸
長

分
を
記
録
し
て
い
る
｡

一
八
七
三
年
に
栃
木
県
第

二
二
大
区
三
小
区
が
こ
の
四
か
村
を
含
ん
で

一
四
か
村
で
編
成
さ
れ
'
七
六
年
の
群
馬

県
に
所
属
変
え
に
あ
た
っ
て
は
二
三
大
区
四
小
区
に
三
二
か
村
が
編
成
さ
れ
た
｡
七
九
年
に
連
合
戸
長
制
が
敷
か
れ
'
阿
左
美
村
は
単
独
'

鹿
村
'
西
鹿
田
村
二
か
村
連
合
'
久
宮
村
は
本
町
村
､
六
千
石
村
'
大
久
保
村
と
四
か
村
連
合
で
あ

っ
た
が
'
八

一
年
に
鹿
村
'
西
鹿
田

村
は
分
離
独
立
L
t
八
四
年
に
鹿
村
'
西
鹿
田
村
'
阿
左
美
村
'
久
宮
村
で
四
か
村
連
合
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
役
場
は
戸

長
の
自
宅
を
あ
て
て
い
た
が
'
阿
左
美
村
で
は
八

一
年
に
南
光
寺
を
'
八
五
年
に
は
連
合
戸
長
役
場
を
鹿
村
の
宝
源
寺
に
設
置
し
'
町
村

(34
)

合
併
後
の
八
九
年
に
鹿
村
に
笠
懸
村
役
場
を
新
築
し
た
｡

書
類
引
継
目
録
⑳

一
布
告
布
達
類

一
本
県
布
達
全
音

1
戸
籍
砕

一
同
関
係
書
類

一
社
寺
明
細
調
香
類

一
年
貢
割
付
皆
済
目
録

1
検
地
帳

一
新
畑
割
附
帳

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

鹿

村

分

⑳
壱

括

⑳
弐
拾
九
冊

⑳
大

冊

⑳
壱

括

⑳
壱

括

⑳
壱

括

⑳
拾
弐
冊

の
苗官

冊



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

一
株
場
割
附
帳

一
社
寺
水
帳
写
シ

1
旧
鹿
ノ
川
村
明
細
帳

一
共
有
人
名
簿

一
改
正
坪
詰
帳

一
斜
線
図

一
切
絵
図

一
全
図

一
墓
地
調
書
類

一
地
所

一
筆
限
帳

一
改
正
野
帳

一
入
送
籍
帳

一
名
寄
帳

一
地
券
台
帳

1
地
引
帳

一
地
租
徴
収
簿

一
役
場
費
取
立
帳

一
刑
法
治
罪
法

⑳
壱

冊

⑳
壱

冊

⑳
壱

冊

⑳
参
拾
六
冊

⑳
拾
四
冊

⑳
五

綴

⑳
拾
九
冊

⑳
四

折

⑳
壱

括

⑳
七

冊

⑳
壱

括

⑳
壱

括

⑳
九

冊

⑳
拾

冊

⑳
五

冊

⑳
拾

冊

⑳
弐
冊

⑳
弐

冊

･-ヒ
ノI､



一
布
達
全
書

一
学
校
村
会
決
議
書

一
岡
上
用
水
関
係
昏
類

一
地
価
帳

一
排
宅
地
等
級
表

一
溜
井
普
請
出
来
形
帳

一
役
場
費
支
払
書
類

一
箪
笥

一
旧
名
寄
帳

一
全
図

一
地
価
帳

一
地
券
台
帳

1
地
租
延
納
年
賦
帳

一
社
寺
明
細
帳

〓
戸
籍
簿
外
扱
簿
共

一
野
取
絵
図

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

⑳
弐
拾
九
冊

⑳
壱

括

⑳
壱

括

⑳
五
冊

⑳
壱

括

⑳
壱

冊

⑳
壱

括

⑳大
壱

⑳小
壱

西

鹿田耶
分

⑳
八

冊

⑳
拾
壱
所

⑳四
冊

⑳五冊
⑳弐
冊

⑳壱括
⑳四冊
⑳弐冊

-t=
Ei⊇



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

一
坪
詰
帳

1
墓
地

1
筆
限
帳

一
地
引
帳

一
共
有
人
名
簿

一
書
類
箪
笥

一
神
社
取
調
帳

〓
戸
籍
簿
外
同
級
簿

人
月
年
齢
簿

一
反
別
名
寄
帳

一
地
所

一
筆
限
帳

一
改
正
切
絵
図

一
地
価
帳

一
地
租
取
立
帳

一
地
位
等
級
表

一
坪
詰
帳

一
同
斜
線
図

⑳
五
冊

⑳弐
冊

⑳
弐
拾
三
冊

⑳
壱

個

久
宮
村
分

⑳
弐

冊

⑳
四

冊

⑳
弐

冊

⑳
弐

冊

⑳
弐

冊

⑳
弐

冊

⑳
弐

冊

⑳
壱

冊

⑳
三

冊

⑳
壱

冊

⑳
三

冊

⑳弐
綴

ノ＼.
くつ



一
地
租
改
正
井
荒
地
起
返
り
関
係
書
類

一
地
方
税
徴
収
簿

1
村
費
徴
収
簿

年
貢
皆
済
目
録
壱
通

一
社
寺
境
内
取
調
書

一

縮
図
地
租
年
賦
延
納
証
書

1

一
共
有
人
名
簿

一
布
告
布
達
類

一
連
留

1
本
県
布
達
全
書

一
社
寺
明
細
帳

外
同
関
係
書
類

一
地
所

一
筆
限
り
帳

一
地
租
改
正
地
引
帳

一
同
野
帳

一
同
坪
詰
帳

一
地
租
取
立
帳

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

⑳
壱

袋

⑳
五

冊

⑳
拾
弐
冊

⑳壱袋
⑳
七

冊

阿
左
美
村
分

⑳
三
拾
六
冊

⑳
拾
弐
冊

⑳
弐
拾
七
冊

⑳
弐
拾
九
冊

⑳
三

冊

⑳
壱

袋

⑳
七

冊

⑳
三

冊

⑳
壱

括

⑳
拾
五
冊

⑳
三

冊

ノヽ



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

一
同
切
絵
図

1
全
図

1
地
価
帳

1
名
寄
帳

1
地
券
台
帳

一
地
租
井
地
方
税
徴
収
簿

一
村
費
徴
収
簿

一
年
貢
割
付

一
同
皆
済
目
録
共

外
雑
書

〓
戸
籍
簿
外
同
扱
簿

一
入
送
籍
証

一
戸
長
職
務
心
得

一
刑
法
治
罪
法

一
書
類
箪
笥

一
仝
長
持

⑳
七

折

⑳
六

冊

⑳
五
冊

⑳
七
冊

⑳
三
拾
壱
冊

⑳
弐

冊

⑳
九
拾
壱
通

⑳
壱

袋

⑳
六

冊

⑳
大

冊

⑳
壱

括

⑳
三

冊

⑳
弐

冊

⑳
壱

個

⑳
壱

個

鹿
村
外
三
ケ
村
分

ノ＼



〓
戸
籍
帳

一
仝
届
書

一
仝
扱
簿

1
出
生
井
死
亡
届

一
徴
兵
関
係
書
類

一
出
入
寄
留
届
書
類

一
種
痘
児
台
帳

一
布
告
布
達
類

一
学
齢
簿

一
教
育
費
支
払
簿

一
寄
留
簿

1
土
地
台
帳

1
土
地
所
有
者
名
寄
帳

十
七
年
度
ヨ
リ
廿
年
度
二
重
ル

一
地
租
井
国
税
雑
種
収
納
簿

一
地
租
延
納
年
賦
収
納
帳

一
国
税
日
計
簿

十
八
年
八
月
ヨ
リ
廿

一
年
三
月
二
重
ル

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

⑳
六

冊

⑳
五

冊

⑳
八

冊

⑳
四

冊

⑳
弐
拾
三
冊

⑳
八

冊

⑳
四

冊

⑳
弐
拾
四
冊

⑳
三

冊

⑳
四

冊

⑳
拾
弐
三
冊

⑳
五
拾
大
冊

⑳
拾
弐
三
冊

⑳
弐
百
五
拾
三
冊

⑳
大

冊

⑳
四

冊

ノ＼



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

一
地
方
税
井
備
荒
公
儲
金
徴
収
簿

十
七
年
度
ヨ
リ
廿
年
度
二
重
ル

一
聯
合
村
費
及
各
村
費
徴
収
待

一
車
籍
簿

〓
戸
籍
法
例
要
領

一
局
点
類
纂

一
本
県
統
計
啓

一
聯
合
村
会
及
各
村
会
決
議
書

収
支
決
算
書
類
共

一
地
租
関
係
書
類

一
役
場
事
務
関
係
書
類

一
防
疫
必
携

一
時
計

一
書
類
箪
笥

一
金
庫

一
テ
ー
ブ
ル

外
小
弐
脚

一
椅
子

一
厚
畳

⑳
大
給
四
冊

⑳
四
拾
四
冊

⑳
四

冊

⑳
壱

部

⑳
壱

部

⑳
壱

部

⑳
壱

袋

⑳壱
括

⑳壱
括

⑳壱
部

⑳壱
個

⑳壱
個

⑳壱
個

⑳
七
脚

⑳拾
脚

⑳
□
畳

ノ＼
匹l



外
洋
畳

一
提
灯

但
弓
張

一
鉄
瓶

一
蒲
団

一
村
会
用
テ
ー
ブ
ル
腰
掛
共

⑳
弐
拾
五
枚

⑳
四

張

⑳
壱

個

⑳
四

枚

⑳
大
小
七
組

前
書
目
録
之
通
'
諸
帳
簿
其
他
事
務
共
悉
皆
受
渡
相
済
候
間
'
此
段
連
署
ヲ
以
御
届
中
上
候
也

明
治
廿

一
挙
三
月
二
十
三
日

新
田
郡
鹿
村
外
三
ケ
村

旧
戸
長

赤
石
治
郎
三
⑳

戸
長

藤
生
高
十
郎

鹿
村
外
三
ケ
那
戸
長

藤
生
高
十
郎
殿

こ
の
引
継
畜
類
は
旧
村
の
史
料
を
連
合
戸
長
に
引
き
継
ぐ
形
態
に
つ
い
て
'
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
｡
そ
の

一
つ
は
旧
村
の
近

世
史
料
の
引
き
継
ぎ
の
問
題
で
あ
る
.
千
葉
県

二
月
都
府
な
ど
の
規
定
で
は
近
世
史
料
も
引
き
継
ぐ
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
'
こ
の
事
例

で
は
近
世
史
料
を
含
ん
で
引
き
継
い
で
い
る
村
と
含
ま
な
い
村
と
が
混
合
し
て
い
る
｡
適
合
し
た
鹿
'
西
鹿
田
'
久
宮
'
阿
左
美
四
か
村

分
と
連
合
村
分
と
を
分
社
し
て
引
き
継
ぎ
'
久
宮
村
を
除
い
た
三
か
村
で
書
類
箪
笥
が
引
き
継
が
れ
て
お
り
'
各
村
の
戸
長
引
継
文
雷
が

連
合
戸
長
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
'
そ
の
う
ち
'
鹿
村
'
阿
左
美
村
に
は
年
貢
関
係
'
土
地
関
係
の
近
世
史
料
が
含
ま

れ
る
が
'
西
鹿
田
柑
'
久
宮
村
に
つ
い
て
は
近
世
史
称
の
記
載
は
な
く
'
明
治
以
後
の
史
料
だ
け
を
引
き
継
い
で
い
る
｡
現
在
'
西
鹿
田

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

天

王



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

天

六

村
に
は
区
有
文
書
が
'
久
宮
村
に
は
清
水
家
文
書
が
あ
-
'
年
貢
関
係
や
土
地
関
係
の
近
世
の
村
方
史
料
が
保
有
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'

そ
れ
は
戸
長
役
場
史
料
と
し
て
は
引
き
継
ぎ
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
'
鹿
村
で
は
籾
山
家
'
石
原
家
'
岩
崎

家
に
'
阿
左
美
村
で
は
藤
生
家
'
赤
石
家
に
検
地
帳
'
年
貢
割
付
状
'
皆
済
日
録
'
御
用
留
な
ど
の
近
世
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
'

そ
れ
も
引
き
継
ぎ
の
対
象
外
に
な
っ
た
｡
小
区
は
三
二
か
村
と
大
規
模
で
あ
っ
た
た
め
村
方
史
料
は
小
区
へ
引
き
継
が
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
り
'
連
合
戸
長
が
設
置
さ
れ
た
鹿
村
'
阿
左
美
村
分
は
近
世
史
料
も
引
き
継
ぎ
'
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
酉
鹿
田
村
､
久
宮
村
分
は
連
合

戸
長
へ
引
き
継
が
な
か
っ
た
た
め
に
'
八
四
年
の
強
化
さ
れ
た
連
合
戸
長
へ
も
二
か
村
分
の
近
世
史
料
は
引
き
継
が
れ
ず
'
旧
村
方
文
啓

と
し
て
名
主
家
や
区
有
文
書
と
し
て
各
村
に
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
近
世
史
科
を
引
き
継
い
だ
鹿
柑
'
阿
左
美
村
で
も
'
評
価
選
別

が
行
わ
れ
て
'
連
合
戸
長
へ
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
近
世
史
科
は
旧
名
主
家
の
自
宅
に
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

そ
の
二
は
'
各
村
の
近
代
史
料
で
引
継
目
録
に
記
録
さ
れ
た
の
は
布
告
類
'
戸
籍
'
土
地
'
学
校
'
用
水
'
村
会
'
社
寺
関
係
で
あ
-
'

た
と
え
ば
阿
左
美
村
の
藤
生
家
に
は
阿
左
実
相
戸
長
役
場
作
成
の
岡
登
用
水
諸
費
徴
収
簿
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
'
同
村
の
引
継
書

類
に
は
用
水
関
係
書
類
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
'
こ
の
簿
冊
は
引
継
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
｡
各
村
の
戸
長
役
場
で
作
成
し
た
近

代
史
料
も
全
部
が
連
合
戸
長
役
場
に
引
き
継
が
れ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
或
い
は
引
継
書
類
に
は
引
き
継
い
だ
書
類
を
網
羅
し
て
記
載
し
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

そ
の
三
は
'
｢十
七
年
度
ヨ
リ
廿
年
度
二
至
ル

一
地
租
井
国
税
雑
種
収
納
簿

⑳
弐
百
五
拾
三
冊
｣
の
よ
う
に
'
八
四
年
以
後
の
四

か
村
連
合
戸
長
役
場
の
史
料
は
'
各
村
ご
と
に
引
き
分
け
る
こ
と
は
し
て
お
ら
ず
'
鹿
村
外
三
ケ
村
分
と
し
て
一
括
記
録
し
て
い
る
｡
各

府
県
で
規
定
し
た
町
村
ご
と
の
書
類
保
管
は
連
合
以
前
の
史
料
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
り
'
実
際
上
引
き
分
け
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め

か
'
連
合
戸
長
制
期
の
史
料
は

一
括
保
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
四
と
し
て
'
現
在
こ
の
引
継
書
類
に
記
載
さ
れ
た
史
料
が
す
べ
て
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
'
鹿
村
の
岡
上
用
水
関
係
書
類



が
岩
崎
家
に
'
西
鹿
田
村
の
野
取
絵
図
二
冊
が
区
有
文
書
に
あ
る
こ
と
か
ら
'
町
村
合
併
後
､
引
継
昏
煩
の
評
価

･
選
別
が
行
わ
れ
'
連

合
戸
長
役
場
の
史
料
お
よ
び
旧
村
の
史
料
の
う
ち
で
村
会
'
戸
籍
な
ど
の
関
係
史
料
は
笠
懸
村
に
引
き
継
い
だ
が
'
近
世
史
料
も
含
め
て

そ
れ
以
外
の
近
代
史
料
は
旧
村
に
戻
し
た
よ
う
で
あ
る
｡

戸
長
役
場
史
料
の
引
き
継
ぎ
は
原
則
と
す
る
と
近
世
史
料
も
含
み
'
実
際
に
土
地

･
年
貢
関
係
を
中
心
と
し
て
引
き
継
い
で
い
る
事
例

も
あ
る
が
'
村
に
よ
り
対
象
と
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
｡
大
区
小
区
制
'
連
合
戸
長
別
に
よ
り
広
域
化
が
は
か
ら
れ
'
広
域
の
戸
長
役

場
が
設
置
さ
れ
て
も
'
村
の
独
自
性
が
維
持
さ
れ
'
史
料
は
村
ご
と
に
引
き
分
け
て
保
存
さ
れ
た
が
'
連
合
戸
長
制
が
強
化
さ
れ
た
八
四

年
以
後
の
史
料
は
引
き
分
け
る
こ
と
な
-
'

一
括
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
'
史
料
保
存
形
態
の
う
え
か
ら
も
八
四
年
の
改
正
が
町
村
合
併

の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
｡

3

連
合
相
分
離

･
合
併
運
動

群
馬
県
西
群
馬
郡
石
原
村
連
合
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
中
村
の
戸
長
な
ど
が
群
馬
県
令
宛
に
一
八
八
〇
年
六
月

一
日
に
次
の
分
社
独
立
願

(35
)

を
提
出
し
た
｡
御
願
香

西
群
馬
郡
中
村
吏
月
井
小
前

一
同
奉
願
上
候
儀
ハ
'
弊
耶
素
ヨ
リ
独
立
ニ
テ
公
用
百
事
取
扱
候
処
'
昨
明
治
十
二
年
初
春
爾
来
'
皇

(マ
マ
)

国

一般
群

役

所

御
設
置
に
相
成
候
上
ハ
'
是
迄
ノ
通
村
々
各
立
こ
て
ハ
諸
費
多
端
'
依
之
各
村
聯
合
致
諸
事
雑
費
相
減
ジ
候
エ
バ
'

累
年
ノ
期
二
至
り
案
外
ノ
補
助
卜
楓
成
候
趣
ヲ
以
テ
'
逸
々
御
説
解
二
預
り
誠
二
難
有
御
趣
意
卜
奉
感
候
'
随
テ
三
箇
村
聯
合
致
是

迄

1
村
卜
見
倣
シ
百
般
ノ
公
私
共
取
扱
来
り
候
へ
共
'
万
事
二
不
都
合
相
生
ジ
従
来
ノ
弊
難
脱
'
依
テ
昨
明
治
十
二
年
十

1
月
以
来

屡
出
願
仕
侯
へ
共
分
推
不
相
成
罷
在
慎
二
付
'
今
回
改
テ
分
社
被
成
下
度
'
此
段
奉
懇
願
侯
'
以
上

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)
(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

明
治
十
三
年
辰
年

天

人

右
郁

小
前
惣
代
人

見
城
武
八
印

(外
'
伍
長
･
用
掛
･
戸
長
連
印
噂
)

梼
取
群
馬
県
令
殿

(朱
者
)

｢
書

面

伺

ノ
趣
聞
届
侯
事

但
戸
長
以
下
給
料
及
役
場
費
ノ
儀
ハ
'
十
二
年
度
ハ
従
前
聯
合
村
ノ
額
ヲ
以
可
致
支
弁
事

■

明
治
十
三
年
六
月
十

1
日

県
令
代
理

‥.

群
馬
県
大
書
記
官

沖
･
守
国
印
｣

経
費
節
減
の
た
め
と
県
の
指
導
に
よ
り
三
か
村
で
連
合
し
た
が
'
百
般
の
公
私
と
も
万
事
不
都
合
で
あ
る
の
で
'
江
戸
時
代
以
来
.の
伝

統
を
尊
重
し
て
独
立
し
た
い
と
の
願
書
で
あ
る
｡
中
村
だ
け
で
は
な
く
石
原
村
連
合
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
村
々
の
要
求
は
す
べ
て
認
め
ら

れ
'
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
戸
長
が
任
命
さ
れ
た
｡

群
馬
県
庁
文
書
中
に
1
八
七
九
年
か
ら
八
四
年
ま
で
の
間
に
群
馬
県
内
の
村
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
分
社
独
立
願
が
三
二
五
点
保
存
さ
れ

て
い
る
｡
山
田
郡
竜
舞
村

･
八
重
笠
村
と
連
合
し
た
沖
之
郷
は
戸
数
百
拾
余
戸
の
小
村
で
は
あ
る
が
'
｢数
百
年
ノ
古
ヨ
リ
傭
然

一
村
落

(36
)

ヲ
ナ
シ
'
人
情
風
俗
習
慣
等
小
差
異
ナ
シ
ー
ハ
難
申
'
不
便
不
砂

｣
と

'
数
百
年
の
伝
統
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
伝
統
を
尊
重
す
る
こ
と
を

戸
長
だ
け
で
な
く
村
民
が
連
署
し
て
要
求
し
た
｡
戸
長
が
中
心
と
な
-
'
村
民
が
そ
れ
を
支
え
て
分
離
運
動
を
進
め
た
｡
･そ
の
ほ
か
の
村

で
も
分
離
独
立
を
要
求
す
る
理
由
は
'
役
場
が
遠
距
離
に
な
る
'
村
柄
が
異
な
る
な
ど
で
あ
り
'
郡
区
町
村
編
制
法
の
伝
統
尊
重
を
理
論

的
根
拠
と
し
て
伝
統
の
尊
重
を
訴
え
て
い
る
｡
こ
の
願
書
に
対
し
て
群
馬
県
は
八
三
年
三
月
ま
で
は
す
べ
て
許
可
L
t
戸
長
を
瀧
立
し
た

村
に
そ
れ
ぞ
れ
に
任
命
し
た
｡
こ
の
結
果
七
九
年
に
三
六
八
人
い
た
戸
長
が
八
三
年
に
は
六
八
七
人
に
増
加
し
'
戸
長
の
管
轄
区
域
が
三
･

三
町
村
'
三
四
八
戸
か
ら

一
･
六
町
村
'
一
九
六
戸
に
減
少
し
'
町
村
の
広
域
化
を
は
か
っ
た
連
合
戸
長
制
は
群
馬
県
で
は
崩
壊
し
た
｡

(37
)

戸
長
た
ち
の
運
動
が
高
揚
し
た
自
由
民
権
運
動
と
結
合
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
政
府
が
'
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る

｡



長
野
県
で
は
大
区
小
区
制
の
時
期
に
合
併
し
た
町
村
の
分
社
を
郡
区
町
村
繍
別
法
の
公
布
を
契
機
に
1
八
七
九
年
二
月
二
一
日
に
県
令

(38
)

か
ら
内
務
卿
宛
に
出
願
し
た

｡

庶
第
六
十
五
号

近
年
併
合
セ
シ
町
村
分
離
復
旧
ノ
儀
二
付
上
申

当
県
管
内
之
儀
者
近
年
併
合
セ
ル
町
村
最
モ
多
ク
有
之
候
処
'
今
般
郡
区
町
村
ノ
編
制

一
途
二
被
相
定
慎
二
就
テ
ハ
'
復
旧
致
シ
皮

旨
陸
続
願
出
候
状
況
二
有
之

(略
)
筑
摩

･
安
曇

･
諏
訪

･
伊
那
ノ
四
郡
ハ
明
治
九
年
県
治
廃
合
前
旧
筑
摩
県
ノ
管
轄
二
シ
テ
'
同

県
二
於
テ
明
治
六
'
七
年
ノ
頃
大
小
区
画
編
制
之
際
'
一
小
区
ヲ
以
テ
一
村
ト
ナ
ス
ノ
見
込
ヲ
以
村
落
ノ
接
続
遠
隔
ヲ
間
ハ
ス
'
六
'

七
ケ
村
或
ハ
十
二
'
三
ケ
村
ヲ
併
七
以
テ
1
村
ト
ナ
シ
'
概
シ
テ
之
ヲ
1
小
区
ト
ス
'
則
旧
来
ノ
町
村
八
百
九
十
三
ヲ
併
セ
テ
百
七

十

一
(村
)
町
ト
ナ
シ
'
之
ヲ
百
六
十
八
小
区
ト
ス

(略
)'
抑
斯
如
ク
際
限
ナ
ク
併
合
セ
シ
濫
腸
ヲ
察
ス
ル
こ
'
太
政
官
壬
申
第

百
十
九
号
公
布
及
明
治
六
年
大
蔵
省
第
百
八
十
六
号
達
シ
ノ
旨
ヲ
奉
シ
'
村
費
節
省
ノ
見
込
ヲ
以
テ
'
地
方
庁
こ
於
テ
慾
漁
セ
シ
ヨ

リ
成
立
タ
ル
モ
ノ
こ
付
'
当
今
二
於
テ
実
際
差
閑
'
不
得
止
向
ハ
願
出
次
第
復
旧
御
聞
届
相
成
へ
ク
義
ト
ハ
存
候
得
共
'
僅
々
数
町

村
二
止
マ
ラ
ス
勢
ヒ
旧
筑
摩
県
二
於
テ
管
轄
セ
シ
部
材

一
般
二
捗
り
'
他
府
県
こ
類
例
無
之

一
種
ノ
事
由
卜
被
存
侯
こ
付
'
為
念
前

以
テ
此
旨
上
申
仕
置
慎
也
'

明
治
十
二
年
二
月
廿

一
日

内
務
卿

伊
藤
博
文
殿

覇

㌢

中
之
趣
聞
置
候
条
,
実
際
不
待
止
竺

限
り
取
調
之
上
可
申
出
事

明
治
十
二
年
三
月
六
日

長
野
県
令

楢
崎

寛
直
国

内
務
卿

伊
藤
博
文
匝
｣

政
府
の
指
導
に
よ
-
筑
摩
県
が
小
区
を
単
位
と
し
て

｢村
落
ノ
接
続
遠
隔
ヲ
問
ハ
ス
｣
強
引
に
町
村
を
合
併
し
た
が
'
差
問
が
多
-
ほ

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)
(丑
木
)



史
料
飼
研
究
紀
要

第
二
六
号

と
ん
ど
の
町
村
が
復
旧
を
要
望
し
た
の
で
分
経
を
許
可
し
た
い
と
上
申
L
t
内
務
卿
は
そ
れ
を
認
可
し
た
｡

連
合
戸
長
の
管
轄
区
域
は
五
〇
〇
戸
を
基
準
と
し
た
が
'
長
野
県
で
は
基
準
を
援
め
て
四
月
二
七
日
に
三
〇
〇
戸
以
下
の
町
村
を
連
合

さ
せ
る
よ
う
に
諭
達
し
た
｡

1
八
八

1
年

1
1
月
'
長
野
県
東
筑
摩
郡
岡
本
村
に
合
併
し
た
惣
社
村
等

一
三
か
村
の
分
離
独
立
願
を
長
野
県
が
安
当
と
認
め
て
内
務

省
宛
に
提
出
し
'
翌
年
二
月
に
認
可
さ
れ
た
が
'
｢村
域
頗
ル
広
潤
ニ
シ
テ
各
事
業
慣
行
ノ
差
異
ア
リ
'
耕
寂
ヲ
業
ト
ス
ル
部
落
ア
リ
'

商
貫
ヲ
業
ト
ス
ル
部
落
ア
リ
'
戎
ハ
温
泉
ノ
浴
客
ヲ
遇
待
シ
'
戎
ハ
荷
物
ノ
運
搬
二
従
事
シ
各
村
営
業
ノ
異
ナ
ル
枕
シ
テ
斯
ノ
如
シ
'
又

水
利
ノ
便
否
'
堤
防
ノ
修
築
'
橋
染
ノ
架
設
等
モ
亦
各
同
｣
ナ
ラ
ス
'
随
テ
除
却
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
経
済
慣
行
ハ
枚
挙
こ
蓮
ア
ラ
ス
'
到
底

一
致
共
同
ノ
目
途
無
之
｣
と
そ
の
理
由
を
村
ご
と
の
産
業
基
盤
の
相
違
'
水
利
'
堤
防
'
橋
梁
事
業
の
相
違
に
求
め
て
い
る
｡

八
三
年
の
戸
長
数
が
五
五
三
か
ら
九
二
九
と
大
き
く
増
加
し
た
三
重
県
で
は
'
県
会
で
町
村
ご
と
に
戸
長
を
設
置
す
る
こ
と
を
建
議
し

(39
)

た
｡

戸
長
ヲ
各
町
村
二
設
置
ス
ル
ノ
建
議

夫
レ
習
慣
ハ
人
ノ
天
性
こ
亜
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
法
律
モ
之
ヲ
動
力
ス
事
能
ハ
ス
､
威
武
モ
之
ヲ
屈
ス
ル
事
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
也
'
而
シ
テ

習
慣
ノ
存
ス
ル
処
'
家
こ
ハ
必
ス
家
ノ
慣
例
ア
リ
'
町
村
こ
ハ
必
ス
町
村
ノ
風
習
ア
リ
'
以
テ
自
他
内
外
ノ
別
ヲ
冥
々
ノ
中
二
作
為

ス
'
其
由
テ
生
ス
ル
処
ノ
本
ハ
数
十
首
年
来
ノ
因
襲
人
心
二
役
漸
シ
テ
勢
力
ヲ
有
ス
ル
ノ
者
タ
リ
'T
外
物
ノ
傷
損
シ
能
ハ
サ
ル
亦
宜

也
臭
/

本
県
轟
キ
こ
政
府
ノ
法
制
こ
従
カ
ヒ
郡
区
ヲ
改
正
シ
而
シ
テ
戸
長
役
場
ヲ
聯
合
町
村
こ
置
ク
ノ
制
ヲ
定
タ
リ
'
雑
然
町
村
必
ス
人
情

ヲ
異
ニ
シ
習
慣
ヲ
別
ニ
ス
'
之
ヲ
聯
合
シ
テ
二
戸
長
ノ
下
二
統
括
ス
ル
モ
協
同

一
和
ス
ル
ヲ
得
ス
'
従
テ
大
ナ
ル
不
便
ヲ
来
タ
セ
リ
'

故
こ
概
子
毎
町
村
必
ス
取
締
ナ
ル
者
ヲ
設
テ
其
区
内
ヲ
総
理
セ
シ
メ
為
こ
多
ク
ノ
協
議
費
ヲ
増
ス
'
而
シ
テ
戸
長
役
場
ハ
人
民
二
隅



ツ
事
漸
ク
遠
ク
'
殆
ン
ー
行
政
官
街
こ
類
ス
ル
ノ
姿
ア
リ
'
是
皆
戸
長
配
置
ノ
適
宜
ヲ
失
ス
ル
こ
生
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
也
'
麦
こ
於
テ

乎
聯
合
町
村
戸
長
設
置
ノ
弊
続
々
ト
シ
テ
彰
ハ
ル
央
'
夫
レ
戸
長
配
置
ノ
適
否
ハ
人
民
ノ
休
戚
こ
関
係
ス
ル
処
多
シ
'
故
二
其
宜
ヲ

得
レ
ハ
則
チ
之
ヲ
書
ヒ
'
其
宜
ヲ
失
ス
レ
ハ
則
チ
之
ヲ
怨
ム
'
是
レ
人
情
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
也
'
今
玄
本
会
ヲ
開
ク
こ
際
シ
'
聯
合

戸
長
ノ
弊
害
ヲ
察
シ
民
心
ノ
販
ス
ル
所
ヲ
量
り
其
決
議
ヲ
以
テ
戸
長
ヲ
各
町
村
こ
配
置
ナ
サ
ム
事
ヲ
望
ム
'
是
レ
其
人
情
習
慣
ヲ
壊

ラ
ス
シ
テ
大
こ
便
ヲ
人
民
こ
与
フ
ヘ
キ
ヲ
以
テ
也
'
由
テ
別
紙
戸
長
諸
費
ヲ
議
定
シ
テ
県
令
閣
下
二
建
言
ス
'
錐
然
本
会
ノ
主
眼
ハ

専
ラ
人
民
ノ
便
ヲ
計
り
人
情
習
慣
ヲ
壊
ラ
サ
ル
ニ
ア
レ
ハ
'
若
シ
好
ン
テ
聯
合
戸
長
ヲ
欲
ス
ル
ノ
町
村
ハ
共
自
由
こ
任
ゼ
テ
之
ヲ
許

ル
シ
'
給
料
ノ
如
キ
ハ
其
合
戸
数
こ
由
テ
率
こ
従
ッ
テ
給
ス
ヘ
ク
'
又
費
日
中
需
用
費
ノ
如
キ
役
場
平
均
ヲ
以
テ
起
算
セ
リ
ト
錐
ト

モ
'
配
分
方
法
二
於
テ
ハ
適
当
ナ
ル
寧
ヲ
設
ケ
戸
数
二
由
テ
割
賦
ア
リ
タ
ク
両
議
併
テ
申
添
候
'
希
ク
ハ
採
択
挙
行
ア
ラ
ム
事
ヲ
欲

ス

謹
言明
治
十
三
年
六
月
十
二
日

県
会
議
長

山
本

如水⑳

三
重
県
令

岩
村
定
高
殿

数
十
百
年
来
の
因
襲
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
情
習
慣
は
天
性
に
亜
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
'
そ
れ
を
や
ぶ
る
連
合
戸
長
別
を
政
府
の
法

制
に
従
っ
て
採
用
し
た
が
'
弊
害
が
大
き
い
の
で
町
村
ご
と
に
戸
長
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
た
｡
地
域
住
民
の
判
断
に
よ
り
独
立
村
で

も
連
合
村
で
も
選
択
を
許
し
'
自
治
意
識
の
尊
重
を
強
調
し
た
｡

三
七
三
と
も
っ
と
も
多
く
戸
長
数
が
増
加
し
た
京
都
府
で
は
'
府
会
議
長
が
知
事
宛
に

一
八
八
〇
年
六
月

一
日
に

｢
戸
長
役
場
布
置
改

正
の
建
議
｣
を
提
出
し
た
｡
そ
の
な
か
で
理
由
を

｢
町
村
ノ
ナ
ル
ヤ
人
々
相
集
り
息
楽
相
訪
利
害
相
併
ル
｢
=
猶

1
家

1
室
ノ
如
ク
英
二

自
然
ノ
団
結
ヲ
以
テ
一
部
落
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
｣
と
'
数
百
年
来
の
旧
慣
古
例
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
町
村
の
伝
統
が
あ
-
'
水
利
や
地

声
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

t
li

1



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

二
空

形
'
経
済
状
態
な
ど
に
よ
-
そ
れ
ぞ
れ
風
俗
人
情
に
相
違
が
あ
る
｡
｢五
六
ケ
町
村
又
ハ
十
数
ケ
村
ヲ
聯
合
シ
テ
組
ト
ナ
シ

1
組
内
二
1

戸
長
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
｣
'
｢戸
長
ノ
職
務
タ
ル
行
政
事
務
こ
従
事
ス
ル
ト
町
村
ノ
理
事
者
タ
ル
ト
二
様
ノ
性
質
ヲ
帯
ル
モ
ノ
ナ
レ

ハ
｣
と
'
末
端
行
政
担
当
者
と
町
村
の
総
代
と
し
て
の
戸
長
の
性
格
を
指
摘
し
'
そ
の
う
ち
行
政
担
当
者
と
し
て
は
連
合
戸
長
制
で
も
遂

行
可
能
で
あ
る
が
'
理
事
者
と
し
て
は
不
都
合
が
生
ず
る
の
で
町
村
で
総
代
を
設
置
し
た
た
め
'
戸
長
と
絶
代
と
重
複
し
'
経
費
も
か
さ

む
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
た
め
に

｢編
制
法
第
六
条
二
基
キ
毎
町
村
二
戸
長
各

一
月
ヲ
置
ク
ヲ
正
則
ト
ナ
シ
｣
毎
町
村
に
戸
長
を
設
置
さ
れ

た
い
と
建
議
し
た
.
翌
年
五
月
に
も
同
様
な
建
議
を
し
た
o
こ
の
建
議
に
も
と
づ
き
同
年

1
0
月
二
二
日
'
京
都
府
は
組
戸
長
役
場
を
廃

止
L
t
上
京
区
は
三
三
組
'
下
京
区
は
三
二
組
そ
れ
ぞ
れ
に
戸
長
を
設
置
す
る
こ
と
は
維
持
し
た
が
'

一
八
郡
で
は

一
四
二
組
に
一
四
二

(40
)

戸
長
を
設
置
し
て
い
た
の
を
改
め
'

一
町
村
ま
た
は
連
合
町
村
に
戸
長
を
設
置
し
た
の
で
'
七
四
〇
戸
長
に
増
加
し
た
｡

と
こ
ろ
が
'
全
国
的
に
み
る
と
戸
長
数
は
八
〇
年
の
三
万
二
九
八
四
人
か
ら
八
三
年
に
は
二
万
九
七

一
〇
と
減
少
し

(前
掲
表

〓
'

管
轄
区
域
が
拡
大
し
て
お
り
'
戸
長
人
数
が
増
加
し
た
群
馬
県
な
ど
の
動
向
が
特
例
の
よ
う
に
み
え
る
｡
そ
こ
で
'
道
府
県
別
に
み
る
と

(表
二
)
群
馬
県
を
含
む
京
都
府
以
下
北
海
道
ま
で
の
二
一
道
府
県
で
は
八
〇
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
間
に
戸
長
数
が
増
加
し
'
大
分
県

か
ら
秋
田
県
ま
で
の
一
人
府
県
で
減
少
し
て
い
る
｡
京
都
府
で
四
倍
近
く
に
ま
で
戸
長
が
増
員
さ
れ
た
の
は
'
町
が
多
く

二
戸
長
あ
た
り

の
管
轄
町
村
数
が

一
六
町
村
と
も
っ
と
も
多
か
っ
た
た
め
と
推
定
で
き
る
｡
し
か
し
'
そ
れ
以
外
の
道
県
は
特
別
に
管
轄
区
域
が
大
き
く

は
な
い
.
八
〇
年
の
二
戸
長
の
管
轄
区
域
は
前
者
が
最
小
は

一
･
〇
九
町
村
'
1
二
二
戸
か
ら
最
大
は

1
六

･
〇
町
村
'
1
八
三

二
戸
ま

で
に
対
し
て
'
後
者
が
〇
･
五
八
町
村
'
五
三

･
九
戸
か
ら
七

･
五
六
町
村
t.七
六
九
戸
と
管
轄
区
域
で
は
差
が
な
い
｡
地
域
的
に
は
東

海
地
方
を
境
に
し
て
東
に
前
者
が
多
く
西
に
後
者
が
多
い
と
い
え
る
が
例
外
も
あ
り
混
合
し
て
い
る
｡

一
八
八
〇
年
に
町
村
の
分
離
独
立
は

二

九
件
あ
り
'
｢地
景
ヲ
異
ニ
ス
ル
カ
為
ニ
ス
ル
者
七
十
二
旧
時
ノ
便
益
今
日
ノ
不
便
タ
ル
ニ

ヨ
リ
復
旧
セ
シ
者
四
十
七
｣
で
あ
り
'
愛
媛
県

〓
ハ
'
長
崎
県

一
四
'
福
井
県

一
二
な
ど
が
多
か
っ
た
｡
同
時
に

｢小
村
或
ハ
土
地
点
在
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ノ
為
ニ
ス
ル
者
二
百
六
十
九
'
人
心
不
熟
ノ
為
メ
復
旧
ス
ル
者

こ

と
'
合
併
が
二
七
〇
件
あ
-
分
社
独
立
よ
り
も
多
く
'
福
井
県
六
〇
'

長
崎
県
四
三
'
山
形
県
二
二
な
ど
で
合
併
が
多
か
っ
た
｡
八

1
年
に
は
合
併
九
九
'
分
散

一
九
〇
㌧
八
二
年
に
合
併
七
八
'
分
離
二
三
1
'

(41
)

八
三
年
に
合
併
八
一
'
分
推
八
二
件
と
八

一
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
三
年
間
は
合
併
よ
り
も
分
社
が
多
か
っ
た
｡
分
離
独
立

･
町
村
合
併

の
相
反
す
る
現
象
が
同
時
進
行
し
た
の
で
あ
る
｡
合
併
に
つ
い
て
も

｢小
村
或
ハ
土
地
点
在
ノ
為
'
人
心
不
熟
ノ
為
メ
｣
な
ど
住
民
か
ら

の
要
求
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡
兵
庫
県
川
辺
郡
岡
院
村

･
畳
陀
羅
寺
村
は
そ
れ
ぞ
れ
に
戸
長
が
設
置
さ
れ
た
が
'
八

一
年
三
月
に

｢飛
地

錯
雑
地
甚
タ
シ
キ
両
村
境
界
等
モ
難
相
定
メ
ヶ
所
モ
有
之

〔地
籍
〕
編
製
上
事
実
差
支
'
且
ハ
将
来
之
便
宜
ヲ
酌
宜
シ
合
併
仕
度
協
議
行

届
｣
と
'
合
併
を
出
願
し
た
｡
政
府

･
県
か
ら
の
指
示

･
指
導
に
よ
る
合
併
で
は
な
-
'
村
政
を
執
行
す
る
う
え
で
支
障
が
あ
る
の
で
合

(42
)

併
を
出
願
し
た
の
で
あ
-
'
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
を
反
映
し
て
い
る
｡

そ
れ
以
前
の
明
治
初
年
に
も
す
で
に
町
村
合
併
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
'
そ
れ
と
の
関
連
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡
町
村
合
併
が
行
わ
れ

た
地
域
で
は
戸
長
の
管
轄
区
域
が
大
き
-
な
り
'
そ
の
反
動
で
こ
の
間
に
戸
長
数
が
増
加
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
r旧

(43
)

高
旧
領
取
調
帳
｣
は
明
治
九
年
こ
ろ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
-

'

ま
た
全
国
分
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
'
天
保
郷
帳
の
数

億
と

1
人
七
九
年

(
一
部
八
〇
年
を
含
む
)
r日
本
帝
国
統
計
年
鑑
｣
の
数
億
と
を
比
較
し
た

(表
三
)｡
道
府
県
の
管
轄
区
域
は
明
治
初

年
に
は
ま
だ
動
揺
し
て
お
り
'
ま
た
国
を
分
割
し
て
複
数
の
都
府
県
に
編
入
L
t
複
数
の
府
県
に
所
属
し
た
郡
分
割
も
あ
る
の
で
'
正
確

な
統
計
に
は
な
ら
な
い
が
'

一
応
の
目
安
と
し
た
｡
天
保
郷
帳
で
は
全
国
の
村
数
は
六
万
三
五
六
三
で
あ
っ
た
の
が
t
r統
計
年
鑑
｣
で

は
五
万
八

1
三
四
村
'
1
万

一
八
六
〇
町
'
合
計
六
万
九
九
九
四
町
村
と
増
加
し
た
｡
r統
計
年
鑑
]
記
載
の
町
は
東
京

･
京
都

･
大
阪

に
特
に
多
い
こ
と
か
ら
､
天
保
郷
帳
で
は
除
外
し
た
都
市
の
町
が
含
ま
れ
た
た
め
に
多
く
な
っ
た
の
で
あ
り
'
両
者
の
収
録
基
準
が
異
な

る
こ
と
を
示
す
｡
そ
こ
で
村
数
だ
け
を
検
討
す
る
と
'
六
〇
三
七
'
九

･
五
%
減
少
し
た
｡
天
保
郷
帳
と
の
増
減
を
み
る
と
'
山
口
県

･

石
川
県

･
徳
島
県

･
神
奈
川
県

･
埼
玉
県

･
鹿
児
島
県

･
広
島
県

･
熊
本
県

･
岩
手
県
で
は
村
数
が
増
加
し
た
｡
減
少
し
た
の
は
山
梨
県

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

ニ
蓋



表3 町村数の推移 (天保～1879年)

村数 村致 町政 町村数A/D 村数 町数 町村致 村数 村数
町政 町村致町村当A B C D E F G E/AE/BF/CG

/D 戸数% % % %青森県 964 1,081 1.081 112 828 180 1.008 85.9 76.6 93.2 95

岩手県 576 758 758 132 642 0 642 111.5 84.7

84.7 160宮城県 797 798 .798 100 707 305 1,012 88.7

88.6 126.8 113秋EE県 1.005 I.096 1.096 109 922 295 1.

217 91.7 84.1 111.0 93山形県 1,471 1,498 40 1.538 10

2 1,222 338 1,560 83.1 81.6 8 101.4 72福島県 2,174 2,402

2,402 110▲1,696 89 1.785 78.0 70.6 74.3 77茨城県 2.109 2,105 2 2.107 100△2,048 142 2.190 97.1 97.3 7
1 103.9 75栃木県 1.365 1.404 1,404 103 1,144 52 1.196 83

.8 81.5 85.2 82群馬県 1.217 1,265 1.265 104 1.106 1

09 1,215 90.9 87.4 96.0 104埼玉県 1.447 1,320 26 1.346 91△

1,873 40 1,913 129.4 141.9 2 142.1 90千葉県 2.7112,627

95 2,722 97ム2,371 68 2,439 87.5 90.3 89.6 82東京府 1.337 1.327 1･1.328 99 △378 1,368 1

.746 28.3 28.5 1.368 131.5 154神奈川県 929 924 20 944 99

▲1.208 220'1,428 130.0 130.7 ll 151.3 99新潟県 4,312 4.671 4.671 108ム4,291 675 4,966 99.5 91.

9 106.3 61石川県 2810 0 4.286 931 5,217 152.5

57福井県 1,788 1,757 8 1,765 98 1,734 247 1.981 97.0

98.7 31 112.2 60山梨県 769 772 772 100 283 37 320
36.8 36.7 41.5 263長野県 1,615 1.773 1 1,774 110 685

21 706 42.4 38.6 21 39.8 298岐阜県 2,016 1,959 1,959 97

1,199 136 1.335 59.5 61.2 68.1 82静岡県 2,158 2.381 1 2.3

82 110 1.824 167 1,991 84.5 76.6 167 83_6 84愛知県 2,300 2.
562 2,562 111 1,942 368 2,310 84.4 75.8 90.2 134三重県 1,563 1,674 1,674 107△1,559 259 1,818 99,7 93.1 1

08.6 114滋賀県 1,516 1,567 12 1,579 103 1

,398 285 1,683 92.2 89.2 24 106.6 85京都府 1,458 1,553 35 1,588 107 1,280 2,038 3,318 87.8 82.4 58 208.9

56大阪腐 2,745 2,568 12 2,580 94 2.729 1,011 3,740 99.4

106.3 84 145.0 141兵庫県 3,38602,216 2,216 65

2,980 422 3.402 88.0 134.5 I153.5 10和歌山県 1,337 1,243 1,243 93ム1.207 437 I.644 90.3 97.1 132.3 82

鳥取県 1,016 ○ 1,339 947 43 990 93.2 73.9 10

6島根県 1,307 1,339 1,339 102 1.094 145 1.239 83.7 81

.7 92.5岡山県 1.7852,037 2,037 114 1.642 1126

1,768 92.0 80.6 86,8 124広島県 930 1,085 1,085 117

1,061 133 1,194 114.1 97.8 110.0 225山口県 302 591

591 196 620 61 681 205.3 104.9 115.2 293徳島県 455

585 585 129 610 37 647 134.1 104.3 110.6 211愛媛県 1.332 1,364 2 1.366 102 1,372 258 1,630 103.0 100.61129

119.3 212高知県 1,076
,
426426



の
三
六

･
八
を
最
低
と
し
て
'
小
区
規
模
に
町
村
合
併
を
推
進
し
た
長
野
県
が
半
分
以
下
に
な
り
へ
そ
の
ほ
か
岐
阜
県

･
長
崎
県

･
大
分

県

･
福
島
県
な
ど
が
八
〇
%
以
下
に
減
少
し
'
天
保
期
以
後
明
治
初
年
に
さ
か
ん
に
町
村
を
合
併
し
た
府
県
で
あ
る

(東
京
府
は
二
七
･
四

と
最
低
で
あ
っ
た
が
'
部
分
割
が
多
-
'
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
の
で
除
外
し
た
)｡
そ
の
う
ち
'
明
治
初
年
ま
で
に
町
村
合
併
を
行
い
町
村
数

が
減
少
し
な
が
ら
も
八
三
年
ま
で
に
戸
長
数
が
さ
ら
に
減
少
し
た
長
崎
県
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
が
､
明
治
初
年
に
町
村
合
併
を
行
っ
た

長
野
県

･
山
梨
県
な
ど
で
は
'
八
〇
年
以
後
戸
長
人
数
が
増
加
し
て
町
村
の
分
離
独
立
が
行
わ
れ
'
山
口
県
の
よ
う
に
明
治
初
年
ま
で
に

村
数
が
増
加
し
た
と
こ
ろ
で
は
戸
長
数
が
減
少
し
て
管
轄
区
域
を
拡
大
し
た
｡
す
な
わ
ち
明
治
初
年
ま
で
に
町
村
合
併
を
さ
か
ん
に
行
っ

た
府
県
で
'
郡
区
町
村
編
制
法
の
時
期
に
町
村
の
分
柾
独
立
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
｡
具
体
的
に
は
府
県
に
よ
り
町
村
制
皮
の
歴
史
的
経

過
と
戸
長
た
ち
の
運
動
お
よ
び
民
権
運
動
の
発
展
の
差
異
に
よ
-
'
分
維
独
立

･
町
村
合
併
の
差
異
が
生
じ
た
の
で
あ
る
｡

一
八
八
〇
年
か
ら
八
三
年
に
連
合
戸
長
の
分
離
独
立
お
よ
び
合
併
が
各
地
で
要
求
さ
れ
'
府
県
が
そ
れ
を
認
め
た
の
は
'
自
由
民
権
運

動
と
の
関
わ
り
で
あ
る
｡
戸
長
た
ち
が
中
心
と
な
-
'
村
民
が
そ
れ
を
支
え
て
広
範
な
分
粧
独
立

･
合
併
請
願
運
動
を
繰
り
広
げ
た
の
は
'

住
民
が
戸
長
管
轄
区
域
を
決
定
す
べ
き
だ
と
い
う
自
治
意
識
の
成
長
が
あ
っ
た
が
'
そ
の
過
勤
は
自
由
民
権
運
動
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
｡

当
時
の
民
権
運
動
は
国
会
開
設
請
願
運
動
を
中
心
的
課
題
と
し
て
天
下
国
家
論
に
傾
き
'
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
関
心
は
高
く
は
な
か
っ

た
｡
中
に
は
民
権
運
動
に
参
加
し
た
戸
長
が
分
離
独
立
運
動
を
展
開
し
た
事
例
も
あ
り
'
合
同
し
て
進
め
ら
れ
る
遊
動
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
'
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
運
動
を
展
開
し
た
｡
地
方
自
治
要
求
と
の
関
わ
り
か
ら
'
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
的
位
置
づ
け
の
再
検
討
が

必
要
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
府
県
が
分
維
独
立

･
合
併
を
認
可
し
た
の
は
民
権
運
動
と
の
結
合
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
｡
国
会
開
設
運

動
の
攻
勢
の
前
に
十
四
年
の
政
変
で
安
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
明
治
政
府
は
'
そ
れ
と
戸
長
た
ち
の
地
方
自
治
要
求
運
動
が
結
合
す
れ

ば
政
府
そ
の
も
の
の
存
続
も
危
供
さ
れ
た
か
ら
'
両
者
を
分
断
す
る
た
め
に
戸
長
の
要
求
を
全
面
的
に
認
め
た
の
で
あ
る
｡

町
村
の
管
轄
区
域
の
拡
大
を
志
向
し
て
き
た
地
方
制
度
に
つ
い
て
の
政
府
の
方
針
は
'
伝
統
の
尊
重
を
う
た
っ
た
郡
区
町
村
編
制
法
の

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

二
九

七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

二
矢

原
則
を
理
論
的
根
拠
に
L
t
管
轄
区
域
も
住
民
が
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
戸
長
た
ち
が
要
求
し
た
分
離
独
立

･
合
併
を
認
め
'
大
き

く
後
退
し
た
｡
し
か
し
'
明
治
十
四
年
の
政
変
を
切
り
抜
け
'
自
由
民
権
運
動
と
の
対
決
に
自
信
を
持
っ
た
政
府
は
八
四
年
に
明
治
十
七

年
の
改
正
に
よ
っ
て
地
方
制
度
に
つ
い
て
も
巻
き
返
し
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

4

連
合
戸
長
制
の
強
化

(
44

)

一
八
八
四
年

(明
治
一
七
)
の
改
正
に
よ
り
戸
長
の
官
選
化
'
権
限
強
化
'
管
轄
区
域
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
た

0

五
月
七
日
'
太
政
官
達
第
四
一
号
に
よ
り
府
知
事
県
令
が
戸
長
を
官
選
す
る
こ
と
に
し

(町
村
で
選
任
し
た
候
補
者
三
人
か
ら
五
人
の
内
で

任
命
す
る
こ
と
も
許
し
た
)'
戸
長
管
轄
区
域
を
平
均
五
町
村
'
五
百
戸
を
基
準
と
し
て
拡
大
を
図
っ
た
｡
同
日
の
区
町
村
会
法
改
正
に
よ

り
'
区
長
戸
長
に
区
町
村
会
の
会
議
招
集
権
'
議
案
発
議
権
'
会
議
中
止
権
を
与
え
'
議
長
と
す
る
な
ど
権
限
を
強
化
し
'
選
挙
資
格
は

二
〇
歳
以
上
男
子
で
地
租
納
入
者
と
L
t
被
選
挙
権
資
格
は
二
五
歳
以
上
の
男
子
で
地
租
納
入
者
と
資
格
を
設
け
た
｡
ま
た
'
町
村
費
強

制
徴
収
権
を
戸
長
に
与
え
'
町
村
住
民
と
の
関
係
を
分
断
し
て
戸
長
を
官
僚
制
機
構
の
末
端
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
｡
八
三
年

の
戸
長
二
万
九

三

一四
人
の
う
ち
'
士
族
が
三
l二
〇
三
人
'
平
民
が
二
万
五
八
三

一
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
'
八
五
年
に
は

一
万

一
四

(45
)

三
六
人
と
半
減
L
t
そ
の
う
ち
平
民
は
八
〇
二
二
人
と
三

一
%
に
減
少
し
た
の
に
'
士
族
は
三
四
二
三
人
に
増
加
し

'

二

･
三
%
か
ら

二
九

･
九
%
へ
士
族
の
占
め
る
比
率
を
急
増
さ
せ
た
こ
と
も
'
戸
長
を
住
民
か
ら
分
断
し
'
そ
の
権
限
の
強
化
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

士
族
の
方
が
平
民
よ
-
も
多
い
の
は
函
館
県

(士
族
二
二
人
'
平
民
二
一
人
)'
青
森
県

二

三
二
人
'
六
〇
人
)'
山
形
県

(
一
七
三
人
'
六
〇

人
)'
秋
田
県

二

五
二
人
'
九
〇
人
)'
福
島
県

(九
五
人
'
七
九
人
)'
高
知
県

(
二
二
六
人
'
六
四
人
)'
福
岡
県

(二
一
四
人
'
一
九
七
人
)'

長
崎
県

(
一
四
八
人
'
三
〇
人
)'
佐
賀
県

(九
七
人
､
四
〇
人
)'
熊
本
県

(二
四
三
人
'
六
七
人
)'
鹿
児
島
県

(
二
二
三
人
'
二
六
人
)
で
あ

り
'
そ
の
ほ
か
札
幌
県

(
1
七
人
'
1
九
人
)'
山
口
県

二

〇
九
人
'
〓
1四
人
)'
愛
媛
県

(
1
九
二
人
､
二
五
七
人
)'
大
分
県

(
二

九
人
'



一
七
二
人
)
な
ど
'
東
北
と
中
国

･
四
国

･
九
州
地
方
に
多
い
｡

八
四
年
に
は
戸
長
人
数
が

1
万
三
九
八
1
人
に
な
り
'
町
村
数
は
七
万

二

七
九
で
あ
っ
た
か
ら
'
戸
長
は
五

･
〇
九
町
村
'
五
四
九

戸
と
政
府
の
基
準
に
合
致
し
て
管
轄
区
域
が
拡
大
し
た
｡
東
京
府
の
一
一
町
村
'
二
〇
三

二
戸
を
最
高
と
し
て
'
鹿
児
島
県
の
五
町
村
'

1
二
二
三
戸
'
石
川
県
の
〓
ハ
町
村
'
九
〇
二
戸
な
ど
で
管
轄
区
域
が
大
き
-
'
北
海
道
の
八
町
村
'

〓
二
戸
'
滋
賀
県
の
l
町
村
'
1

〇
九
戸
'
長
野
県
の
一
町
村
'
二
五
二
戸
'
栃
木
県
は
四
町
村
'
三
七

二
戸
な
ど
が
小
さ
か
っ
た
が
'
八
五
年
に
は
滋
賀
県
は
八
町
村
'

七

一
〇
戸
'
長
野
県
は
四
町
村
'
八
六
五
戸
'
栃
木
県
の
八
町
村
'
六
六

二
戸
'
八
六
年
に
北
海
道
は

一
〇
町
村
'
七
六
五
戸
に
拡
大
し
'

基
準
以
上
に
な
っ
た
｡
八
二
年
か
ら
八
五
年
ま
で
の
戸
長
管
轄
区
域
の
変
化
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
'
八

一
年
ま
で
に
戸
長
人
数
が
増

加
し
て
区
域
が
縮
小
し
た
地
域
で
'
戸
長
人
数
が
減
少
し
管
轄
区
域
が
大
き
く
拡
大
し
た
｡

八
〇
年
前
後
に
郡
区
町
村
締
別
法
の
連
合
戸
長
別
に
は
激
し
-
抵
抗
L
t
分
離
独
立
し
た
の
に
'
八
四
年
の
連
合
戸
長
制
の
強
化
に
対

し
て
は
ほ
と
ん
ど
抵
抗
が
な
く
'
円
滑
に
遂
行
さ
れ
た
｡
寄
生
地
主
制
の
発
展
と
の
関
連
で
説
明
さ
れ
て
き
た
が
'
在
地
で
の
戸
長
層
の

具
体
的
な
動
向
の
な
か
で
検
証
す
べ
き
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
｡

戸
長
官
選
を
実
施
し
た
の
は
二
府
三
四
県
'
町
村
に
候
補
者
を
選
出
さ
せ
て
府
知
事
県
令
が
任
命
す
る
但
し
昏
き
を
適
用
し
た
の
は
'

(46
)

京
都

･
新
潟

･
滋
賀

･
長
野

･
福
島

･
愛
媛

･
兵
庫
の
一
府
六
県
で
あ
っ
た

｡

内
務
卿
山
県
有
朋
は
三
重
県
令
あ
て
に
戸
長
選
任
に
あ
た
っ
て
町
村
に
居
住
す
る
者
を
選
任
さ
せ
た
り
'
選
挙
は
実
施
し
な
い
が
住
民

(47
)

の
意
向
を
何
ら
か
の
方
法
で
聴
取
す
る
こ
と
を
訓
示
L
t
強
圧
的
な
印
象
を
与
え
ず
に
町
村
の
抵
抗
の
援
和
に
努
め
た

｡

今
般
第
四
十
壱
号
ヲ
以
テ
戸
長
選
任
ノ
儀
公
達
相
成
候
二
付
'
左
之
件
々
為
心
得
及
訓
示
候
也

明
治
十
七
年
五
月
七
日

三
重
県
令

岩
村
定
高
殿

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)
(丑
木
)

内
務
卿

山
県
有
朋

二
B
ZB



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

三
〇〇

二
戸
長
役
場
ノ
所
轄
区
域
ハ
'
郡
区
町
村
編
制
法
第
六
条
二
依
り
府
知
事
県
令
二
於
テ
適
宜
之
ヲ
定
ム
可
シ
ト
雄
ト
モ
'

一
町
村
凡

ソ
五
百
戸
以
上
ノ
者
ハ
聯
合
セ
ス
シ
テ
戸
長

一
貞
ヲ
置
ク
ペ
シ
'
其
五
百
戸
以
下
ノ
町
村
ハ
便
宜
聯
合
ス
ル
ヲ
待
ル
モ
'
合
テ
五

百
戸
以
上
五
町
村
以
上
二
及
フ
ヘ
カ
ラ
ス
'
但
其
概
牢
こ
由
り
難
キ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
状
ヲ
具
シ
テ
伺
出
ツ
ヘ
シ

(略
)

二
戸
長
ハ
可
成
永
ク
其
町
村
こ
居
住
シ
名
望
資
産
ヲ
有
ス
ル
者
二
就
テ
選
任
ス
ヘ
シ

(略
)

一
致
町
村
二
戸
長

一
貞
ヲ
置
ク
ト
キ
ハ
最
其
選
任
二
注
意
ス
ヘ
シ
'
仮
令
町
村
人
民
ヲ
シ
テ
選
挙
セ
シ
メ
サ
ル
モ
'
精
々
其
向
キ
聞

合
七
適
応
ノ
者
ヲ
選
任
ス
ヘ
シ

住
民
の
意
見
を
聴
取
は
す
る
が
管
轄
区
域
の
拡
大
を
拒
否
す
る
意
見
は
受
け
入
れ
ず
'
住
民
自
治
を
否
定
し
た
｡

五

町
村
制
の
公
布
と
書
類
引
継

一
八
八
八
年
に
市
制

･
町
村
制
が
公
布
さ
れ
た
｡
市
町
村
を
公
法
人
と
規
定
L
t
条
例

･
規
則
の
制
定
権
を
与
え
'
戸
長
に
代
わ
っ
て

設
置
さ
れ
た
町
村
長
を
公
選
さ
せ
て
自
治
的
権
限
を
付
与
し
た
が
'
管
轄
区
域
は
連
合
戸
長
制
を
維
持
し
､
等
級
選
挙
制
度
な
ど
に
よ
り

名
望
家
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
町
村
会
の
権
限
を
強
化
し
'
国
政
委
任
事
務
を
遂
行
で
き
る
行
財
政
的
な
能
力
を
持
つ
町
村
を
創

出
し
'
国

･
県

･
郡
の
三
重
の
官
治
的
統
制
の
も
と
に
'
国
家
行
政
の
下
請
機
関
と
し
て
地
方
行
政
を
執
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
｡

町
村
の
役
職
と
し
て
町
村
長

･
助
役

･
収
入
役
が
設
置
さ
れ
'
町
村
長
の
事
務
は
次
の
通
り
定
め
ら
れ
た
｡

一
町
村
会
の
議
事
を
準
備
し
'
お
よ
び
そ
の
議
決
を
執
行
す
る
こ
と

二
町
村
の
設
置
に
係
る
営
造
物
を
管
理
す
る
こ
と

三
町
村
の
歳
入
を
管
理
し
歳
入
出
予
算
表
そ
の
他
町
村
会
の
議
決
に
よ
っ
て
定
ま
-
た
る
収
入
支
出
を
命
令
L
t
会
計
お
よ
び
出
納

を
監
視
す
る
こ
と



四
町
村
の
権
利
を
保
護
し
町
村
有
の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と

五
町
村
吏
員
お
よ
び
使
丁
を
監
督
し
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と

六
町
村
の
諸
証
書
お
よ
び
公
文
番
等
を
保
管
す
る
こ
と

七
外
部
に
対
し
て
町
村
を
代
表
し
町
村
の
名
義
を
も
っ
て
其
の
訴
訟
並
び
に
和
解
に
関
L
t
ま
た
は
他
庁
も
し
く
は
人
民
と
商
談
す

る
こ
と

八
法
律
勅
令
に
よ
り
ま
た
は
町
村
会
の
議
決
に
従
っ
て
使
用
料
'
手
数
料
'
町
村
税
お
よ
び
夫
役
現
品
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と

九
そ
の
他
法
律
命
令
ま
た
は
上
司
の
指
令
に
よ
っ
て
町
村
長
に
委
任
し
た
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と

(第
六
十
八
条
)

そ
れ
以
外
に
次
の
三
項
を
管
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
｡

一
司
法
警
察
補
助
官
た
る
職
務
お
よ
び
法
律
命
令
に
よ
っ
て
共
の
管
理
に
屈
す
る
地
方
警
察
の
串
務

二
浦
役
場
の
事
務

三
国
の
行
政
並
び
に
府
県
郡
の
行
政
に
し
て
町
村
に
屈
す
る
事
務

町
村
の
機
能
が
法
律
に
よ
り
画

一
的
に
定
め
ら
れ
'
そ
れ
に
照
応
し
た
文
番
が
作
成

･
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
'
郡

･
県
に
よ
っ
て

町
村
巡
視
な
ど
を
通
し
て
強
力
に
指
導
さ
れ
た
｡

翌
八
九
年
に
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
た
｡
戸
長
管
轄
区
域
と
同
じ
く
五
百
戸
を
基
準
と
し
て
合
併
し
た
｡
事
実
'
三
重
県
で
は

｢新
町

(48
)

村
ノ
区
域
ハ
五
百
戸
ヲ
目
的
ト
シ
'
可
成
現
今
ノ
戸
長
所
轄
区
域
こ
拠
ル
モ
ノ
ト
ス

｣

と

通
し
た
｡
わ
が
国
の
町
村
合
併
は
部
分
的
に
は

抵
抗
が
あ
っ
た
が
全
般
的
に
は
円
滑
に
合
併
が
遂
行
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
｡
埼
玉
県
で
の
町
村
合
併
に
対
す
る
住
民
の
要
求
項
目

は

一
八
人
件
あ
っ
た
が
'
そ
の
う
ち
独
立
村
の
要
求
は

一
三
件
で
あ
-

(う
ち
七
件
許
可
)'
最
多
の
要
求
は
編
成
替
え

】
二
三
件

(う
ち

(49
)

五
三
件
許
可
)
で
'
そ
の
ほ
か
村
名
変
更
三
六
件
な
ど
が
あ
っ
た

｡

埼
玉
県
で
は
独
立
を

一
部
認
め
た
が
'
要
求
す
る
住
民
も
管
轄
区
域

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

三
〇
一



史
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三〇
二

の
拡
大
は
ほ
ほ
認
め
て
'
そ
の
編
成
替
え
を
要
求
し
た
の
で
あ
り
'
県
も
管
轄
区
域
の
拡
大
が
維
持
で
き
れ
ば
'
住
民
の
せ
荷
を
尊
重
し
'

そ
の
要
求
を
可
能
な
限
り
認
め
た
の
で
あ
る
｡
部
落
有
財
産
に
つ
い
て
あ
え
て
新
町
村
に
統
合
し
な
い
な
ど
'
住
民
の
抵
抗
を
緩
和
す
る

措
置
を
取
っ
た
の
で
あ
る
｡
合
併
に
反
対
す
る
住
民
の
要
求
に
'
連
合
戸
長
制
に
反
対
し
地
方
三
新
法
体
制
を
動
揺
さ
せ
た
の
と
同
様
に
'

(50
)

伝
統
尊
重
に
よ
る
地
域
自
治
意
識
が
み
ら
れ
る
が
'
民
権
運
動
の
高
揚
し
た
時
期
と
は
異
な
-
'
地
主
制
が
発
展
し
'
激
化
事
件
を
経
過

し
た
こ
の
段
階
で
は
名
望
家
だ
け
の
運
動
に
な
っ
た
た
め
に
'
全
般
的
に
円
滑
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

1
八
八
九
年
に
は
市
町
村
数

1
万
三
三
八
六
と
な
-
'
平
均
五
八
六
戸
が
所
属
L
t
戸
長
管
轄
区
域
よ
り
や
や
大
き
く
な
っ
た
o

合
併
に
よ
る
町
村
数
の
減
少
は
八
〇
年
を

1
0
0
と
す
る
と
東
京
府
四

･
九
㌧
京
都
府
八

･
四
'
大
阪
府

1
二

･
九
で
大
き
い
の
は
'

町
が
合
併
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
.
東
京
府
は
三
五
四
村
'
1
三
八
〇
町
を
'
七
六
村
'
九
町
'

1
市
に
合
併
し
た
｡
京
都
府
で
は

1
二
五

七
村
'
二
〇
三
八
町
を
'
二
六
五
村
'
一
四
町
'

一
市
に
'
大
阪
府
で
は

二
二
四

一
村
'
七
四
七
町
を
'
三

一
〇
村
'

一
二
町
'
二
市
に

合
併
し
た
｡
そ
れ
以
外
で
は
福
井
県

(二
四
二
町
)'
石
川
県

(七
一
九
町
)'
滋
賀
県

(二
八
二
町
)'
兵
庫
県

(四
一
五
町
)､
奈
良
県

二

八
七
町
)
な
ど
町
の
多
い
府
県
で
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
｡
市
町
村
当
た
-
の
平
均
戸
数
を
み
る
と
'
東
京
府
四
三
〇
二
P
t
鹿
児
島
県

一
七
七
七
戸
が
大
き
-
'
そ
の
ほ
か
徳
島
県
'
大
阪
府
'
山
口
県
'
長
崎
県
'
鳥
取
県
な
ど
で
大
き
な
町
村
が
多
か
っ
た
｡
戸
長
数
と
比

較
す
る
と
'
八
五
年
～
九
〇
年
の
間
に
東
京
府

･
徳
島
県

･
群
馬
県

･
大
阪
府

･
福
井
県

･
千
葉
県
で
新
町
村
の
規
模
が
戸
長
管
轄
区
域

よ
り
拡
大
し
'
そ
れ
以
外
の
府
県
で
は
ほ
ぼ
同
じ
か
縮
小
し
'
北
海
道

･
岐
阜
県

･
鳥
取
県

･
鹿
児
島
県

･
福
島
県

･
岩
手
県

･
石
川
県

･

富
山
県

･
長
崎
県

･
山
梨
県

･
新
潟
県

･
神
奈
川
県

･
長
野
県

･
島
根
県
の
一
四
府
県
で
大
き
-
縮
小
し
た
｡

具
体
的
事
例
で
郡
区
町
村
編
制
法
の
時
期
か
ら
町
村
合
併
ま
で
の
管
轄
区
域
の
変
化
を
示
そ
う
｡

埼
玉
県
で
は
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
る
連
合
戸
長
制
の
時
期
に
は
'

1
八
八
〇
年
に
1
九

1
三
町
村
に
1
四
二
八
人
の
戸
長
が
任
命
さ

れ
'

一
人
の
戸
長
は

一
二
二
町
村
'

一
一
九
戸
を
管
轄
し
た
｡
八
三
年
に
は
連
合
村
の
分
離
独
立
が
行
わ
れ
て
一
五
二
七
人
の
戸
長
に
増



加
し
た
｡
八
四
年
に
は
戸
長
は
五
二
九
人
に
減
少
し
'
三

･
六
町
村
'
三
二
九
人
を
管
轄
し
た
｡
八
五
年
に
は
三

一
六
人
'
八
六
年
に
は

三
〇
三
人
に
さ
ら
に
減
少
し
'
六

･
三
町
村
'
五
七
六
人
を
管
轄
し
た
｡
八
九
年
四
月
の
町
村
合
併
に
よ
-
四
〇
九
町
村
に
な
り
'
戸
長

(51
)

役
場
の
管
轄
区
域
よ
り
規
模
が
縮
小
し
た

｡

埼
玉
県
の
う
ち
'
第
八
大
区
二
小
区
の
大
里
郡
大
麻
生
材

･
小
島
村

･
広
瀬
村

･
原
島
村

･
代
村

･
川
原
明
戸
村

･
川
原
明
戸
新
田

･

幡
羅
郡
久
保
島
村

二
二
ケ
尻
村

･
新
堀
村

･
新
堀
新
田

･
十
六
開
村

･
高
柳
村

･
新
島
村
の
一
四
か
村
は
'
一
八
七
九
年
の
郡
区
町
村
編

制
法
に
よ
-
'
各
村
に
正
副
戸
長
が
設
置
さ
れ
た
｡
八
四
年
に
は
明
治
十
七
年
の
改
正
に
よ
り
'
連
合
戸
長
別
が
敷
か
れ
大
麻
生
材
外
四

ケ
村
連
合
と
な
り
'
大
里
郡
大
麻
生
村

(七
四
二
戸
)
･
小
島
村

(五
一
〇
戸
)
広
瀬
村

(七
五
四
戸
)
･
武
体
村

(九
五
戸
)
･
川
原
明
戸
村

(四
四
〇
戸
)'
合
計
二
五
四
〇
戸
を
戸
長
が
管
轄
し
た
｡

一
八
八
九
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
連
合
村
五
か
村
が
合
併
し
て
'
大
麻
生
村
に

な
っ
た
｡

群
馬
県
で
は
八
〇
年
に
は

二

二

五
町
村
に
三
六
八
人
の
戸
長
が
任
命
さ
れ
'
二

二
二
町
村
を
管
轄
し
た
が
'
八
〇
～
八
五
年
に
連
合

相
分
離
運
動
に
よ
り
単
独
戸
長
が
多
数
に
な
り
'
八
三
年
に
は
六
八
七
人
と
戸
長
人
数
が
ほ
ぼ
倍
増
し
た
｡
八
四
年
に
は
連
合
戸
長
制
が

強
化
さ
れ
'
二
七
〇
人
と
少
な
く
な
-
'
八
九
年
の
町
村
合
併
の
結
果
'
二
〇
四
町
村
と
な
り
'八
四
年
以
後
管
轄
区
域
は
拡
大
し
続
け

た
｡群
馬
県
渋
川
町
の
事
例
を
み
る
と
'
九
大
区
五
小
区

(渋
川
村
･
中
村
)'
同
九
小
区

(石
原
柑
'
湯
上
村
)
が
'
七
九
年
の
連
合
戸
長
制

で
は
渋
川
村

(六
〇
八
戸
)
は
単
独
'
石
原
村

(
]
五
三
戸
)'
中
村

(八
七
戸
)'
揚
上
村

(
1
七
七
戸
)
の
三
か
村
で
石
原
村
外
ニ
ケ
村
連

令

(計
四
一
七
戸
)
と
な
り
'
組
み
合
わ
せ
は
異
な
る
が
小
区
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
あ
っ
た
｡

一
八
八
〇
年
に
連
合
村
が
分
離
L
t
各
村
に
単
独
の
戸
長
が
置
か
れ
'
八
四
年
の
改
正
に
よ
り
渋
川
村
は
単
独
で
あ
っ
た
が
'
石
原
村

･

中
村

･
湯
上
村
が
連
合
し
た
｡
八
九
年
の
町
村
合
併
で
は
'
渋
川
村
は
単
独
で
渋
川
町

(六
〇
八
戸
)
と
改
称
し
､
石
原
柑

･
中
村

･
湯

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

三
〇三
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上
村
の
連
合
村
が
合
併
し
て
豊
秋
村
と
な
っ
た

(四
一
七
戸
)｡

広
島
県
で
も
七
八
年

1
1
月
に
は
人
口
1
三
〇
〇
人
に

1
人
の
戸
長
を
基
準
と
L
t
戸
長
は
六
〇
六
人
い
た
が
'
八
四
年
初
に
は
連
合

村
が
分
離
し
た
結
果
七
四
九
人
と
増
加
し
た
｡
八
四
年
に
は
連
合
戸
長
制
の
強
化
に
よ
り
四
四
五
人
に
減
少
し
'
八
九
年
の
町
村
合
併
に

よ
り
四
六
五
町
村
が
生
ま
れ
'
戸
長
役
場
の
管
轄
区
域
と
ほ
ほ
同
規
模
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
う
ち
'
九
六
村
が
町
村
組
合
を
組
織
し
た
の

(52
)

で
役
場
数
は
三
九
七
で
あ
っ
た
｡

連
合
戸
長
制
が
町
村
合
併
の
前
提
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
'
連
合
村
が
そ
の
ま
ま
新
町
村
に
合
併
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
が
'
組
み
合

わ
せ
が
異
な
っ
た
事
例
の
方
が
多
い
｡
連
合
村
が
そ
の
ま
ま
合
併
し
た
事
例
で
は
円
滑
に
戸
長
役
場
史
料
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
が
'

組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
事
例
で
は
複
雑
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

市
町
村
役
場
史
料
の
保
存

･
管
理
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
'
本
稿
で
は
戸
長
役
場
か
ら
新
町
村
へ
の
書
類
引
き
継
ぎ
に
つ

い
て
だ
け
検
討
し
た
い
｡
和
歌
山
県
で
は

一
八
八
九
年
二
月
に

｢区
町
村
ノ
事
務
新
市
町
村
へ
受
渡
細
則
｣
を
制
定
し
た
が
'
新
市
町
村

(53
)

長
就
職
後
七
日
以
内
に
旧
村
ご
と
に
明
細
書
を
添
え
て
引
き
継
ぐ
こ
と
を
指
示
し
た
｡

一
国
税
二
関
ス
ル
諸
帳
簿

1
地
方
税
二
関
ス
ル
諸
帳
簿

一
備
荒
公
儲
金
こ
関
ス
ル
諸
帳
簿

一
区
町
村
賢
二
関
ス
ル
諸
帳
簿

1
戸
籍
こ
関
ス
ル
諸
帳
簿

一
兵
時
こ
関
ス
ル
諸
帳
簿

一
教
育
こ
関
ス
ル
諸
帳
簿



一
土
木
二
関
ス
ル
諸
帳
簿

一
議
員
撰
挙
二
関
ス
ル
諸
帳
簿

1
浦
役
場
こ
閑
ス
ル
諸
帳
待

一
語
器
具
類

1
諸
文
書
図
書
其
他
ノ
書
類

一
共
有
財
産

(略
)

第
八
条
で
は
次
の
と
お
り
旧
村
の
史
料
引
継
に
つ
い
て
定
め
た
｡

戸
長
二
於
テ
管
理
セ
シ
数
村
聯
合
村
会
及
水
利
土
功
会
ノ
事
務
ニ
シ
テ
二
箇
以
上
ノ
新
村
こ
分
属
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
細
則
こ
定
ム
ル

手
続
ヲ
以
テ

一
旦
関
係
反
別
最
多
ノ
村
長
こ
引
継
ク
可
ク
其
引
継
ヲ
受
ケ
タ
ル
村
長
ハ
町
村
制
第
百
十
六
条
第

一
項
及
第
百
十
七
粂

第

一
項
こ
依
り
組
合
ヲ
設
ケ
其
管
理
方
法
等
ヲ
定
メ
タ
ル
後
尚
此
細
則
こ
依
り
其
管
理
者
へ
引
継
ク
可
シ

連
合
村
会

･
土
功
会
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
'
旧
連
合
村
が
二
か
町
村
以
上
に
分
属
し
た
場
合
は
､
関
係
反
別
の
最
も
多
い
町
村

に

一
旦
引
き
継
い
だ
後
'
管
理
方
法
を
定
め
る
と
し
た
｡

茨
城
県
で
は

一
八
八
九
年
三
月
に
戸
長
か
ら
市
町
村
長
へ
の
事
務
引
継
に
つ
い
て
新
市
町
村
長
就
職
後

一
〇
日
以
内
に
引
き
継
ぐ
こ
と

(54
)

と
し
次
の
よ
う
に
達
し
た

｡

二
戸
長
ノ
職
務
ヲ
以
テ
取
扱
ヒ
タ
ル
事
務

(旧
事
務
)
ト
町
村
長
町
村
会
ノ
職
務
ヲ
以
テ
取
扱
タ
ル
事
務

(新
事
務
)
ト
ハ
区
別
シ

テ
引
継
ク
へ
シ

一
布
告
布
達
及
諸
連
番
ノ
類
ハ
其
番
号
ヲ
逐
ヒ
月
次
ヲ
付
シ
引
継
ク
へ
シ

一
国
税
地
方
税
町
村
費
協
議
賢
等
ハ
既
未
納
ノ
内
訳
ヲ
明
瞭
こ
シ
仕
訳
昏
ヲ
製
シ
其
事
由
ハ
演
説
啓
二
詳
記
引
継
ク
へ
シ

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

三
〇五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

一
社
倉
金
穀
其
他
給
テ
ノ
公
共
物
ハ
其
性
質
ヲ
明
カ
ニ
シ
演
説
書
二
詳
記
引
継
ク
へ
シ

1
戸
籍
簿
其
他

l
切
ノ
諸
帳
簿
井
図
書
器
具
等
ハ
件
名
個
数
ヲ
明
記
シ
タ
ル
En
録
書
ヲ
漆
へ
引
継
ク
へ
シ

一
会
計
こ
関
ス
ル
諸
帳
簿
井
こ
金
穀
ノ
類
ハ
特
二
注
意
ヲ
加
へ
一
廉
限
り
収
入
支
払
ヲ
明
瞭
こ
シ
稔
テ
仕
訳
書
ヲ
漆
へ
引
継
ク
へ
シ

(略
)

1
従
前

1
戸
長
ノ
所
轄
こ
シ
テ
二
個
以
上
ノ
町
村
こ
分
属
シ
タ
ル
場
合
こ
於
テ
ハ
諸
帳
簿
其
他

l
切
ノ
財
産
等
各
新
町
村
毎
こ
区
別

シ
其
分
割
こ
係
ル
理
由
及
協
議
ノ
顛
末
等
演
説
啓
二
詳
記
引
継
ク
へ
シ

〓
別
項
ノ
場
合
二
於
テ
分
割
ス
可
ラ
サ
ル
書
類
ハ
其
重
ナ
ル
一
万
二
引
継
他
ノ
一
万
二
ハ
其
旨
演
説
者
ヲ
以
テ
引
継
ク
へ
シ

但
本
条
ノ
内
必
要
ノ
モ
ノ
ハ
謄
本
ヲ
以
引
継
ク
へ
シ

一
事
務
ノ
引
継
終
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
互
こ
受
渡
ノ
証
書
ヲ
交
換
シ
双
方
ノ
連
署
ノ
上
其
旨
郡
長
ヲ
経
テ
届
出
ツ
ヘ
シ

引
き
継
ぐ
べ
き
戸
長
役
場
史
料
は

一
布
告
布
達
類
'
二
租
税
関
係
帳
簿
'
三
社
倉
等
の
公
共
物
'
四
戸
籍
そ
の
他
の
関
係
帳
簿
等
'
五

会
計
帳
簿
と
L
t
戸
長
の
職
務
と
し
て
作
成
授
受
し
た
史
料
と
'
新
町
村
長
の
職
務
と
し
て
の
史
料
と
は
区
別
し
て
引
き
継
が
せ
た
｡
連

合
村
と
新
町
村
と
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
場
合
は
'
新
町
村
に
所
属
す
る
町
村
の
分
を
区
別
し
て
引
き
継
が
せ
'
分
割
が
困
難
な
書
類

は
重
な
る

一
方
の
村
へ
引
き
継
が
せ
'
必
要
で
あ
れ
ば
謄
本
を
取
る
こ
と
を
指
示
し
た
｡

(55
)

連
合
戸
長
か
ら
新
町
村
へ
の
書
類
引
継
目
録
を
具
体
的
に
検
討
す
る
｡

請
取
替

一
戸
籍
淳

一
印
鑑
簿

〓
戸
籍
改
正
二
付
各
自
届
書



1
旧
戸
籍
簿

一
出
寄
留
簿

仝
郡
及
他
部

一
入
寄
留
薄

仝
郡
内

一
犯
罪
者
登
記
簿

一
廿
二
年
徴
兵
各
自
届

一
徴
兵
現
役
予
備
後
備
役
名
蒋

一
学
齢
淳

一
種
痘
台
帳

一
県
会
議
月
被
選
挙

･
選
挙
人
名
蒋

一
土
地
台
帳

但
三
石
筆
綴

一
名
寄
帳

田
畑
柴
地
他
山
林
原
野
区
分

一
地
目
変
換

又
ハ
払
下
其
他
ノ
雑
種
指
令
書

一
両
堂
金
属
昏

但
県
令
第
七
号
達
二
依
届
書

1
廿
二
年
度
地
方
税
収
納
整
理
待

一
仝
地
方
税
営
業
税
名
簿

一
仝
地
方
税
営
業
成
徴
収
原
符

一
仝
戸
数
割
徴
収
元
淳

一
建
物
登
記
簿

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

⑳
壱
冊

⑳
弐
冊

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
三
名

⑳
三
冊
合
綴

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
弐
冊

⑳
七
冊

⑳
壱
冊

⑳
弐
綴

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

⑳
壱
冊

く:〉
王と



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

1
地
引
帳

1
地
価
帳

田
畑
山
林
郡
村
宅
地

一
国
税
営
業
人
名
元
簿

一
名
寄
帳
壱
人
別
惣
額
簿

一
地
目
変
換
反
別
地
価
地
租
増
減
簿

一
地
価
帳
決
定
簿

1
書
類
入
籍

一
椅
子

一
荒
地
壱
筆
限
地
券
記
帳

1
鉄
道
敷
関
係
書
類

1
式

一
演
説
専

一
戊
辰
役
戦
死
者
墳
墓
反
別
昏

⑳壱冊
⑳
三冊⑳壱冊⑳壱冊⑳壱冊⑳壱冊

⑳壱個
⑳弐脚
⑳壱冊
⑳
一袋⑳壱葉⑳壱葉

右
者
江
曽
島
村
二
係
ル
分
今
般
分
離
之
上
棟
川
村
こ
合
併
こ
付
本
日
御
引
継
こ
相
成
正
二
受
領
候
也

明
治
廿
二
年
六
月
十
四
日

横
川
村
長

菊
池
貞
次
◎

河
内
郡
元
江
曽
島
村

戸
長

芦
谷
治
作
殿

栃
木
県
河
内
郡
江
曽
島
村
は

一
八
七
三
年
に
下
粟
村
等
二
五
か
村
で
六
大
区
三
小
区
に
所
属
L
t
七
六
年
に
屋
坂
村
等
三
四
か
村
と
二

大
区
二
小
区
に
所
属
し
た
が
'
七
九
年
に
独
立
し
'
連
合
戸
長
制
が
強
化
さ
れ
た
八
三
年
に
西
川
田
村
等

二

か
村
と
連
合
村
を
編
成
L
t



八
九
年
に
連
合
村
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
組
み
合
わ
せ
で
平
松
村
等

一
〇
か
村
が
合
併
し
て
横
川
村
に
な
っ
た
｡
江
曽
島
村
で
は
連
合
戸

長
制
の
も
と
で
も
町
村
ご
と
に
書
類
を
作
成
し
保
管
し
た
の
で
あ
る
｡

明
治
期
の
戸
籍

･
土
地

･
租
税
関
係
の
曽
根
島
村
分
の
昏
類
を
引
き
分
け
て
引
き
継
ぎ
'
近
世
史
料
は
含
ん
で
い
な
い
｡
評
価
選
別
を

行
っ
て
一
部
は
旧
村
に
戻
し
た
の
で
あ
る
｡

(
56
)

群
馬
県
佐
波
郡
境
町
の
役
場
史
料
の
な
か
に
は
近
世
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が

､

検
地
帳
'
名
寄
帳
'
質
地
証
文
'
請
願
書
'
町
絵

図
な
ど
土
地
関
係
書
類
が
中
心
で
あ
り
'
年
貢
関
係
は
明
治
二
年
の
割
付
状
が

一
点
だ
け
あ
る
｡

一
八
七
九
年
の
引
継
目
録
に
は
水
帳
な

ど
土
地
関
係
'
市
出
入
水
論
な
ど
争
論
関
係
'
絵
図
面
が
記
録
さ
れ
'
年
貢
関
係
は
な
い
が
'
八
三
年
の
引
継
目
録
に
は
検
地
帳
'
絵
図

面
な
ど
と
と
も
に
年
貢
割
付
状
､
皆
済
日
録
が
記
録
さ
れ
て
'
以
後
九
六
年
の
境
町
役
場
役
場
保
存
昏
輔
目
録
に
も
年
貢
割
付
書
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
｡
七
九
年
の
引
継
日
録
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
年
貢
関
係
史
料
が
そ
の
後
の
日
録
に
は
記
録
さ
れ
て
お
り
'
現
在
そ
の

一
部
が
保
有
さ
れ
て
い
る
の
で
'
引
継
目
録
に
は
必
ず
し
も
引
継
史
料
を
網
羅
し
て
記
録
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
引
継
目
録
の
史
料

批
判
と
あ
わ
せ
て
'
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
と
の
関
連
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

一
九

二

年
の
帳
砕
保
存
目
録
で
は
近
世
史
料
は

｢古

(57
)

文
書
ノ
部
｣
と
し
て

｢天
保
其
他

文
書

一
括
｣
｢未
詳

古
昏
類

壱
袋
｣
な
ど
と
箱
や
袋
'
束
ご
と
に
記
録
し
て
保
管
し
た

｡

こ
の
群
馬
県
境
町
の
事
例
に
よ
れ
ば
八
四
年
の
改
正
後
'
町
村
ご
と
に
史
料
を
作
成
授
受
す
る
の
で
な
-
'
連
合
村
と
し
て
作
成
授
受

し
て
い
る
の
で
'
旧
村
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
っ
て
合
併
し
た
場
合
は
'
戸
長
役
場
史
料
を

一
括
し
て
新
町
村
に
引
き
継
ぐ
か
'
戸
長
役

場
所
在
地
な
ど
の
主
な
町
村
に
戻
し
た
の
で
あ
る
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

註(-
)

奥
田
晴
樹
氏

r地
租
改
正
と
地
方
制
度
｣
第
四
章
'
山
川
出
版
社
､

二
g
九
111%

(2
)
｢三
新
法
同
心
待
達
｣
｡
山
中
永
之
佑
氏
監
修

｢近
代
日
本
地
方
自

治
立
法
資
料
集
成

こ
'
四
三
八
頁
'
弘
文
堂
t
t
九
九

一
年

(3
)
郡
区
町
村
編
制
府
県
会
地
方
税
規
則
施
行
順
序
'
同
前
'
四
四
七

頁
(4
)
丑
木

｢地
方
民
会
と
地
方
自
治
要
求
｣
r地
方
史
研
究
J

l
九

t

号
'
一
九
八
四
年

(5
)
太
政
官
達
第
三
二
号
t
r法
令
全
書
｣
に
よ
る
｡

(6
)
大
島
太
郎
氏

｢日
本
地
方
行
財
政
史
序
説
｣
六
二
貫
'
未
来
社
'

一
九
六
八
年

(7
)
宮
城
県
編

r宮
城
県
史
｣
三
三
'
資
料
編

1
0
'
四
三
1-

四
三

二
頁
'
宮
城
県
史
刊
行
会
t
t
九
七
五
年

(8
)
福
田
ア
ジ
オ
氏

｢村
の
共
同
と
秩
序
｣
(塚
本
学
氏
絹

r村
の
生

活
文
化
L
r日
本
の
近
世
J
第
八
巻
'
中
央
公
論
社
'

一
九
九
二
年

所
収
)

(9
)
長
野
県
編

r長
野
県
史
｣
近
代
史
料
編
第
二
巻

(≡
)
､

1
六
四

頁
'
長
野
県
史
刊
行
会
'
一
九
八
四
年

(
10
)
一
八
七
八
年

二
一月
九
日
付
千
葉
県
連
'
千
葉
県
企
画
部
県
民
課

編

｢千
葉
県
史
料
｣
近
代
篇
明
治
初
期
六
'
四
t
五
頁
'
千
葉
県
t

t
九
七
六
年

(11
)
和
歌
山
県
布
達
'
一
八
七
九
年

一
月
'
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
月

三
〇

会
締

r和
歌
山
県
史
｣
近
現
代
史
料

1
'
三
頁
'
和
歌
山
県
'
1
九

七
六
年

(
12
)
一
八
八
〇
年
七
月

｢戸
長
配
置
及
選
挙
法
｣
'
大
阪
府
史
相
集
主

将

r大
阪
府
布
令
集
｣
三
'
五
四
頁
'
大
阪
府
､
1
九
七
1
年

(
13
)
r東
京
市
史
稿
｣
市
街
篇
第
六
十

一
､
八
二

-
八

一
二
頁
'
東

京
府
'
一
九
六
九
年

(1
)
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
繭
糸
編
集
室
編

r神
奈
川
県
史
｣
資
料
編

1
1
t
l
二
四
-
1
二
五
貢
'
神
奈
川
県
'
1
九
七
四
年

(
15
)
前
掲

r千
葉
県
史
料
｣
近
代
篇
明
治
初
期
六
'
四
〇
一
-
四
o
二

貢

(
16
)
愛
媛
県
史
縮
さ
ん
委
月
会
桐

r愛
媛
県
史
]
資
料
編
近
代
1
'
六

七
七
貢
'
愛
媛
県
'
一
九
八
四
年

(
17
)
r山
形
県
史
｣
資
料
編

一
九
'
二
五
二
丁
二
五
四
頁
'
山
形
県
､

一
九
七
八
年

(
1
)
r三
重
県
史
｣
資
料
編
近
代

二

四
七
三
-
七
四
頁
'
三
重
県
'

一
九
八
七
年

(
1
)
大
阪
府
史
締
集
主
将

r大
阪
府
布
令
集
｣
二
'
七
五
三
-
七
五
四

頁
'
1
九
七
一
年

(
2
)
京
都
府
立
稔
合
資
料
館
煽

r京
都
府
百
年
の
資
料
｣

1
'
六
三
-

六
四
頁
'
京
都
府
'
一
九
七
二
年

(21
)
r静
岡
県
史
｣
資
料
編

1
七
'
四
三
～
四
四
貫
'
静
岡
県
'

1
九

九
〇
年

(2
)
r山
形
県
史
J
資
料
編
一
九
､
二
五
四
頁
'
山
形
県
t

I
九
七
八



年

(
23
)
前
掲

r千
葉
県
史
料
J
近
代
篇
明
治
初
期
七
'
二
三
七
-
二
三
九

貢
'
一
九
八
七
年

(
2
)
前
掲

r京
都
府
百
年
の
資
料
J

1
'
六
五
-
六
八
頁

(
25
)
前
掲

r長
野
県
史
J
近
代
史
料
編
第
二
巻

(≡
)
､

〓
ハ
ニ
ー
一

六
六
頁

(
26
)
前
掲

r大
阪
府
布
令
集
｣
三
'
五
四
五
-
五
四
九
頁

(
27
)
同
前
'
〓
ハ
七
頁

(
28
)
前
掲

r京
都
府
百
年
の
資
料
｣

二

七
六
貢

(
29
)
和
歌
山
県
布
達
'
一
八
七
九
年

一
月
'
前
掲

r和
歌
山
県
史
｣
近

現
代
史
料

一
'
八
五
-
八
六
頁
､
八
九
頁

(3
)
前
掲

r千
葉
県
史
料
｣
近
代
篇
明
治
初
期
六
､
四
1
七
～
四
1
人

頁

(31
)
前
掲

r大
阪
府
布
令
集
｣
三
'
三
六
八
-
三
六
九
頁

(32
)
r富
山
県
史
J
史
料
編
六
'
二
1
二
頁
､
富
山
県
'
1
九
七
八
年

(

3
)

前
掲

r和
歌
山
県
史
]
近
現
代
史
料
二
'
六
八
貫
'
一
九
七
八
年

(3
)
笠
懸
村
誌
編
纂
室
桐

r笠
懸
村
誌
｣
別
巻
四
'
資
料
編
'
近
代
現

代
史
料
集
'
五
八
-
六
一
貫
'
群
馬
県
新
田
郡
笠
懸
町
､
一
九
九
〇

年

(35
)
群
馬
県
史
桐
さ
ん
委
月
会
窮

r群
馬
県
史
｣
資
料
編
二
一
t
E
t七

二
-
四
七
三
貢
'
群
馬
県
､
1
九
八
七
年

(
36
)
r太
田
市
史
J
史
料
柘
､
近
現
代
'
七
三
頁
'
群
馬
県
太
田
市
'

一
九
八
七
年戸

長
役
場
史
料
論

(二
)

(丑
木
)

(37
)
前
掲
丑
木

｢地
方
民
会
と
地
方
自
治
要
求
｣

(3
)
前
掲

r長
野
県
史
｣
近
代
史
料
綱
第
二
巻

(≡
)
'

一
六
〇
貢
｡

な
お
'
同
県
の
町
村
合
併
の
動
向
に
つ
い
て
は
小
出
華
氏

｢明
治
初

期
に
お
け
る
長
野
県
の
市
町
村
合
併
｣

1
二
1
(
r信
濃
｣
第

1
七

巻
第
七

･
八
号
'
倍
浪
史
学
会
'
一
九
六
五
年
)
参
照

(
3
)
r三
重
県
史
]
資
料
編
近
代

一
'
五
〇
五
貢
､
三
重
県
'

一
九
八

七
年

(40)
前
掲

コ
兄
都
府
百
年
の
資
料
J

一
､
七
二
-
七
三
頁
'
七
六
貢

(4
)大
日
向
純
夫
氏
外
箱

r内
務
省
年
報

･
報
告
昏
]
第
十
巻
'
三
〇

七

-
三
〇
八
頁
'
同
第
十

一
巻
'
九
'
四
二
'
八
三
貫
'
三
一
章
居
'

一
九
八
三
年
'
八
四
年
｡
群
馬
県
だ
け
で
三
〇
〇
件
以
上
の
分
離
独

立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
'
こ
の
数
値
は
小
さ
す
ぎ
る
｡
内
務
省

で
は
分
離

･
合
併
の
全
体
を
把
超
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡

(
42
)
r尼
崎
市
史
｣
第
七
巻
'
一
二
二
-
1
1
四
頁
'
尼
崎
市
役
所
'

一
九
七
六
年

(43
)
木
村
礎
氏
掘

r旧
高
旧
領
取
調
帳
｣
関
東
掘
'
1
七
七
頁
'
近
藤

出
版
社
'
一
九
六
九
年

(
4
4
)
明
治
十
七
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
'
研
究
蓄
積
が
多
い
｡
大
石
嘉

一

郎
氏
は
地
主
制
の
形
成
'
民
権
連
動
の
展
開
'
地
方
財
行
政
を
ト
ー

タ
ル
に
把
揺
す
る
こ
と
を
試
み
'
地
主
=
商
人
資
本
的
発
展
し
た
こ

と
に
よ
り
自
由
民
権
運
動
か
ら
脱
落
し
た
豪
農
を
､
農
民
層
か
ら
分

離
し
て
支
柱
と
す
る
事
に
よ
り
'
地
方
財
行
政
を
国
家
が
統
合
し
え

た
と
し
'
｢地
主
的
土
地
所
有
の
典
横
拡
大
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
'

三
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
六
号

村
の
規
模
を
超
え
た
経
済
圏

･
支
配
圏
が
'
そ
の
よ
う
な
拡
大
さ
れ

た
行
政
村
の
規
模
に
照
応
す
る
基
盤
で
あ
っ
た
｣
と
'
十
年
代
前
半

に
地
主
制
の
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
十
七
年
の
改
正
が
受
容
さ
れ
た

経
済
的
根
拠
と
し
た

(大
石
嘉

1
郎
氏

r日
本
地
方
財
行
政
史
家

巴

八
五
頁
'
三
九
五
頁
､
御
茶
の
水
書
房
'
一
九
六

l
年
)
｡
大
石
氏

の
問
題
提
起
を
甲
斐
英
男
氏

r明
治
地
方
自
治
制
の
成
立
｣
(広
島

女
子
大
学
'
渓
水
社
､
一
九
八
一
年
)'
山
中
永
之
佑
氏

｢明
治
前

期
に
お
け
る
地
方
制
度
の
展
開
｣
(前
掲

r近
代
日
本
地
方
自
治
立

法
資
料
集
成

こ

所
収
)'
大
島
美
津
子
氏

r明
治
国
家
と
地
域
社

会
J
(岩
波
書
店
'
1
九
九
四
年
)
な
ど
が
塵
泰
し
て
い
る
.
な
お
'

各
氏
は
自
然
村
と
行
政
相
の
対
抗
を
強
調
す
る
が
'
自
然
村
の
問
題

点
に
つ
い
て
は
塚
本
学
氏
編

r村
の
生
活
文
化
｣
(r日
本
の
近
世
｣

第
八
巻
'
中
央
公
論
社
'
一
九
九
二
年
)
参
照
｡

(
45
)
第
四

･
六
回

r日
本
帝
国
統
計
年
鑑
｣
に
よ
る

(
46
)
前
掲

r内
務
省
年
報

･
報
告
書
｣
第
｣
二
巻
'
一
六

一
貫
'
一
九

八
四
年

(47
)
前
掲

r三
重
県
史
｣
資
料
編
近
代

一
'
五
二

頁

(
48
)
同
前
'
七
二
〇
頁

(
49)
佐
藤
改
憲
氏

｢明
治
地
方
自
治
と

r村
｣
｣
鹿
野
政
直
氏
外
柘

r近
代
日
本
の
統
合
と
抵
抗
J

1
t
l
三

四
貢
､
日
本
評
論
社
'

1

九
八
二
年

(
50
)
前
掲
大
島
美
津
子
氏

r明
治
国
家
と
地
域
社
会
｣

一
九
四
頁

(
51
)
r日
本
帝
国
統
計
年
鑑
｣
に
よ
る

三
二

(
52
)
前
掲
甲
斐
英
男
氏

r明
治
地
方
自
治
制
の
成
立
-
広
島
女
子
大
学

地
域
研
究
叢
啓
二
I
J

(
5
)
前
掲

r和
歌
山
県
史
l
近
現
代
史
料
三
'
四
六
頁

(
54
)
茨
城
県
立
歴
史
館
編

r茨
城
県
史
料

近
代
政
治
社
会
桐
Ⅵ
｣
八

〇
-
八

一
頁
'
茨
城
県
t
l
九
九
〇
年

(
55
)
栃
木
県
立
文
昏
館
受
託
'
芦
谷
家
文
書
'
町
村
制
組
織
関
係
相
々

差
出
書
所
収
､
本
文
書
に
つ
い
て
は
同
館
荒
川
善
夫
氏
の
教
示
に
よ

る
｡

(
56
)
群
馬
県
佐
波
郡
境
町
'
町
史
婿
さ
ん
室
保
管

(
57
)
田
中
康
雄
氏

｢近
世
名
主
文
書
の
保
管
引
継
形
態
に
つ
い
て
｣

(r西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
宗
教
史

･
地
方
史
論
碁
)
刀
水
昏
房
'

一
九
九
四
年
)
で
は
'
近
世
史
科
の
引
継
は
土
地
関
係
を
不
可
欠
と

L
t
年
貢
関
係

･
人
別
関
係
を
含
み
'
名
主
選
任
形
態
の
差
異
に
よ

り
区
有
文
昏
'
個
人
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
た
と
い
う
｡
そ
の
場
合

は
近
世
史
科
は
戸
長
役
場
お
よ
び
町
村
合
併
後
の
新
町
村
に
は
引
き

継
が
れ
ず
'
近
世
史
科
を
市
町
村
役
場
へ
引
き
継
ぐ
原
則
は
遵
守
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
近
代
の
地
方
公
文
書
の
保
管

･
引
継
の

実
態
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡




